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京
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館
所
蔵
略
縁
起
全
書
目

　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
が
令
和
元
年
十
二
月
時
点
で
所
蔵
し
て
い
る
略
縁
起
集
の
類
は
、
確
認
し
得
て
い
る
限
り
で
は
、
次
の
Ａ
～
Ｏ
で

あ
る
。
た
だ
し
、
Ａ
お
よ
び
Ｍ
～
Ｏ
は
、
ご
く
最
近
に
一
括
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
ず
、「
略
縁
起
集
」
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ

る
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
今
は
ひ
と
ま
ず
含
め
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
各
記
号
の
下
の
掲
出
書
名
は
、
図
書
館
に
よ
る
整
理
書
名
（
主
に

外
題
に
拠
っ
て
い
る
）。［　
　

］
に
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
図
書
館
に
よ
っ
て
仮
に
付
さ
れ
た
書
名
。
書
名
の
下
の
（　

）
内
に
は
、
請
求
記

号
と
資
料
Ｉ
Ｄ
を
載
せ
た
。
Ａ
に
つ
い
て
は
資
料
Ｉ
Ｄ
が
、
収
蔵
さ
れ
る
略
縁
起
一
点
ご
と
に
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
は
掲
げ
ず
、

後
掲
目
録
に
示
し
た
。
形
態
・
数
量
の
下
に
記
し
た
合
計
点
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
収
蔵
す
る
略
縁
起
の
点
数
。
な
お
、
後
述
通
り
縁
起
あ
る

い
は
縁
起
関
係
記
事
を
全
く
載
せ
な
い
も
の
も
あ
り
、
厳
密
に
は
「
略
縁
起
類
」
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
は
便
宜
上
そ
れ
ら
も

含
め
て
「
略
縁
起
」
と
称
し
て
お
く
。

Ａ
『［
社
寺
縁
起
由
来
］』（
請
求
記
号175.9/Sh11/1

～ 62　

資
料
Ｉ
Ｄ
＝
後
掲
）　

整
理
保
管
箱
一
箱　

計
62
点

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『［
社
寺
縁
起
由
来
］』
目
録
稿

─
巻
子
装
略
縁
起
集
に
綴
っ
た
旅
日
記

─
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Ｂ
『
尾
州
対
馬
社
・
吉
備
大
臣
・
牛
馬
隠
徳
講
・
加
嶋
富
光
寺
・
網
嶋
大
長
寺
・
壬
生
寺
・
京
祈
製
帰
・
大
仏
・
当
麻
寺
・
富
士
山
・
打

出
親
王
寺
・
山
無
間
之
鐘
・
同
や
い
ば
の
き
じ
・
夜
な
き
石
・
往
生
寺
』（185.9/B47　

1160026610

）　

袋
綴
一
冊　

計
15
点

Ｃ
『
法
隆
寺
霊
宝
目
録
及
図
絵
・
隻
袖
事
略
・
亀
鉦
略
記
・
大
念
仏
宝
物
録
・
如
来
出
現
縁
記
』（185.9/H

89　

1160026599

）　

袋
綴

一
冊　

計
6
点

Ｄ
『
拾
略
記
：
勝
軍
道
明
世
尊
橘
寺
法
隆
善
通
南
都
畧
記
』（185.9/J97　

1160026653

）　

袋
綴
一
冊　

計
7
点

Ｅ
『
粉
川
寺
縁
起
・
堺
大
寺
縁
起
・
本
願
寺
法
事
記
・
清
涼
寺
縁
起
・
勝
尾
寺
縁
起
・
深
草
西
福
寺
草
鞋
御
影
・
東
福
寺
宝
物
・
中
山
寺

縁
起
・
紀
州
根
来
寺
縁
起
・
開
山
上
人
御
一
生
記
・
江
州
錦
織
寺
縁
起
』（185.9/K

o41　

1160026572

）　

袋
綴
一
冊　

計
11
点

Ｆ
『
摂
州
西
宮
荒
恵
戎
酒
神
・
信
州
善
光
寺
・
奥
州
仙
台
往
生
禅
寺
・
摂
州
須
磨
寺
・
播
州
太
山
寺
・
筑
後
国
善
導
寺
・
四
国
八
十
八
ケ

所
廻
図
・
讃
州
金
毘
羅
来
詣
順
拝
図
畧
縁
記
』（185.9/Se88　

1160026629

）　

袋
綴
一
冊　

計
9
点

Ｇ
『
摂
州
如
来
院
・
摂
州
勝
尾
寺
・
城
州
月
輪
寺
・
摂
州
昆
陽
寺
・
紀
州
大
川
報
恩
講
寺
・
城
州
浄
華
院
・
城
州
伏
見
源
空
寺
・
比
叡
山

黒
谷
円
光
大
師
御
鏡
御
影
・
城
州
宇
治
平
等
院
略
縁
起
』（185.9/Se88　

1160026637

）　

袋
綴
一
冊　

計
10
点

Ｈ
『
四
天
王
寺
縁
記
・
箕
面
山
縁
記
・
泉
涌
寺
縁
記
・
東
大
寺
縁
起
・
大
阪
阿
弥
陀
池
縁
記
・
摩
耶
夫
人
縁
記
・
同
天
上
寺
縁
記
・
熊
谷

蓮
生
法
師
縁
記
・
山
庄
太
夫
縁
記
・
扶
桑
木
畧
木
・
宝
物
附
』（185.9/Sh92　

1160026645

）　

袋
綴
合
一
冊　

計
10
点

　
　

外
題
墨
書　

一
枚
物
を
反
故
紙
に
貼
付
し
て
綴
じ
て
い
る
場
合
も
あ
り
。

Ｉ
『
諸
方
寺
塔
万
草
記
』（185.9/Sh95　

1160026602

）　

袋
綴
合
一
冊　

計
13
点

Ｊ
『
諸
寺
院
縁
起
集　

全
』（185.9/Sh96　

1160026564

）　

袋
綴
合
一
冊　

計
19
点

Ｋ
『
諸
寺
縁
起
集　

完
』（185.9/Sh96　

1160026661

）　

袋
綴
合
一
冊　

計
8
点

Ｌ
『
象
頭
山
什
物
録
・
但
馬
国
お
な
つ
物
語
・
鎌
倉
名
所
記
・
永
観
堂
顧
本
尊
略
縁
起
・
善
通
寺
略
記
・
金
沢
八
景
堂
内
子
・
有
馬
温
泉
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由
来
記
』（185.9/Z5　

1160026580

）　

袋
綴
一
冊　

計
8
点

Ｍ
『［
社
寺
縁
起
物
］』（188.55/Sh11　

1080048952

）　

ク
リ
ア
ブ
ッ
ク
大
小
二
冊
入
り
整
理
保
管
箱
一
箱　

計
48
点

Ｎ
『［
社
寺
縁
起
物
］』（188.55/Sh11/1,2　

1090045549,1090045557

）　

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
二
冊　

計
87
点　

Ｏ
『［
社
寺
縁
起
書
五
種
］』（188.55/Sh11　

1100002472

）　

仮
綴
本
五
冊
新
帙
に
一
括
収
蔵　

計
5
点

　

右
の
う
ち
、
Ｍ
以
外
は
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
お
い
て
、
収
蔵
す
る
略
縁
起
の
書
目
を
す
べ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
が
で
き
な
い
Ｍ
に
つ
い
て
は
、
収
蔵
さ
れ
る
計
四
十
八
点
の
書
目
を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。
番
号
の
下
の
掲
出
書
名
は
、
整
理
保

管
箱
内
の
リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
た
図
書
館
に
よ
る
整
理
書
名
（
冊
子
の
場
合
主
に
外
題
に
拠
る
）
を
尊
重
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
修
正
を

加
え
た
も
の
。［　
　

］
に
入
れ
た
の
は
、
仮
題
。
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
□
で
示
し
た
。
②
⑫
の
み
写
本
、
他
は
刊
本
で
あ
る
。

①
毫
摂
寺
畧
縁
起
（
仮
綴
一
冊
、
全
三
丁
、
明
治
二
十
九
年
刊
、
末
に
「
勅
願
所　

越
前
清
水
頭
／
毫
摂
寺
」）

②
大
宝
八
幡
社
の
□
□
記
（
近
代
罫
紙
仮
綴
写
本
一
冊
、
全
十
三
丁
、
別
罫
紙
一
枚
挿
入
、
明
治
十
九
年
？
写
、
茨
城
県
下
妻
市
）

③
源
義
家
公
御
守
本
尊　

大
日
如
来
略
縁
起
（
仮
綴
一
冊
、
全
四
丁
、
明
治
二
十
二
年
刊
、
内
題
「
鑁
阿
寺
略
縁
起
」）

④
成
田
山
大
縁
起
（
大
和
綴
一
冊
、
全
十
七
丁
、
明
治
二
十
四
年
刊
、
新
宮
沖
之
助
著
作
兼
発
行
）

⑤
関
東
一
宮
神
明
宮
御
由
来
略
記
（
仮
綴
一
冊
、
全
三
丁
）

⑥
［
性
信
上
人
畧
伝
］（
仮
綴
一
冊
、
全
五
丁
、
表
紙
欠
、
柱
題
「
性
信
上
人
畧
伝
」、
末
に
「
関
東
廿
四
輩
第
一
江
戸
高
龍
山
報
恩
寺
」）

⑦
高
祖
大
菩
薩
御
感
徳　

足
利
尊
氏
公
御
開
運
御
守
本
尊　

北
辰
妙
見
大
菩
薩
畧
縁
（
仮
綴
一
冊
、
全
五
丁
、
表
紙
左
下
に
「
東
都
白
金
台　

妙

円
寺
」、
末
に
「
誠
瀧
山
二
十
五
世
／
智
現
院
／
日
寿
」）

⑧
霊
眷
講
人
名
簿
（
仮
綴
一
冊
、
全
四
丁
、
内
題
「
霊
験
主
旨
記
」、
表
紙
左
下
に
「
釜
伏
山
社
務
所
」、
末
に
「
武
蔵
国
秩
父
郡
釜
伏
山

社
務
所
」、
末
尾
の
世
話
人
名
簿
部
分
は
墨
書
）
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⑨
〈
遠
州
小
夜
中
山
／
夜
啼
之
石
／
孕
婦
男
子
音
八
〉
敵
討
之
由
来　

全　

上

　
〈
遠
州
小
夜
中
山
／
無
間
之
鐘
／
川
井
宗
仲
〉
大
沢
兵
庫
之
由
来　

全　

中　
　
　
（
仮
綴
各
二
丁
合
綴
）

　
〈
遠
州
小
夜
中
山
／
化
鳥
刃
之
雉
子
／
上
杉
三
位
卿
〉
退
治
之
由
来　

全　

下

⑩
竹
生
嶋
御
法
会
中　

龍
燈
御
咄
書
（
大
和
綴
一
冊
、
全
六
丁
、
末
尾
近
く
に
「
弘
化
二
年
巳
五
月　

鳩
居
堂
蓮
心
」）

⑪
長
谷
寺
縁
起　

上
・
下
（
大
和
綴
一
冊
、
上
巻
十
四
丁
・
下
巻
十
二
丁
、
表
紙
欠
、
挿
絵
七
面
）

⑫
霊
山
社
由
来
記
（
仮
綴
写
本
一
冊
、
全
八
丁
、
本
文
中
に
「
明
治
十
八
年
」）

⑬
〈
伊
賀
越
敵
討
／
実
録
畧
記
〉
絵
本
童
偽
寄
（
大
和
綴
一
冊
、
全
八
丁
、
挿
絵
三
面
、
末
に
「
寛
永
十
二
年
十
一
月
七
日
印
刷
同
年
同
月

二
十
一
日
発
行
」、
鍵
屋
甚
兵
衛
著
作
兼
発
行
、
表
紙
左
に
朱
書
「
昭
和
三
年
十
月
廿
四
日
遊
覧
の
時
／
旧
蹟
鍵
屋
ニ
而
之
を
求
む
」）

⑭
信
濃
国
上
水
内
郡
西
長
野
町　

刈
萱
堂
往
生
寺
略
縁
起
（
仮
綴
一
冊
、
全
四
丁
、
内
題
「
信
濃
国
刈
萱
往
生
寺
畧
縁
起
」）

⑮
〈
信
州
筑
摩
郡
／
木
曽
上
松
駅
〉
寝
覚
浦
島
太
郎
略
縁
記
（
仮
綴
一
冊
、
全
八
丁
、
宝
暦
六
年
改
板
、
内
題
「
寝
覚
浦
嶋
寺
畧
縁
起
」、
末

に
「
京
妙
心
寺
末
寺　

寝
覚
山
臨
川
寺
」、
末
に
「
在
原
寺
霊
宝
畧
縁
記
」〈
二
丁
、
後
欠
〉
を
合
綴
）

⑯
［
高
野
の
仇
討
ち
由
来
］（
仮
綴
一
冊
、
全
四
丁
、
前
半
二
丁
は
絵
の
み
、
末
に
黒
印
「
明
治
十
三
年
辰
九
月
御
届
」「
和
歌
山
県
平
民　

出
版
人
田
中
靏
之
助
紀
伊
国
伊
都
郡
西
郷
村
百
二
番
地
」）

⑰
〈
西
国
十
六
番
札
所
／
山
城
国
愛
宕
郡
〉
音
羽
山
清
水
寺
縁
起
并
堂
塔
社
祠
細
記
（
仮
綴
一
冊
、
全
五
丁
、
明
治
二
年
刊
）

⑱
錦
織
寺
〈
本
尊
阿
弥
陀
如
来
／
開
山
聖
人
自
画
満
足
御
影
／
同
聖
人
霊
夢
毘
沙
門
天
王
〉
略
縁
起
（
大
和
綴
一
冊
、
全
八
丁
）

⑲
太
閤
秀
吉
教
経
（
仮
綴
一
冊
、
全
四
丁
、
内
題
下
に
「
高
野
山
改
弘
屋
山
奥
院
行
者
清
水
帯
弘
作
」）

⑳
松
の
略
記
（
仮
綴
一
冊
、
全
三
丁
、
文
政
二
年
再
板
、
表
紙
左
下
に
「
墨
乃
江　

浪
花
家
」）

㉑
須
磨
浦
古
跡
記
（
仮
綴
一
冊
、
全
四
丁
、「
磯
馴
味
噌
」
以
下
の
項
目
を
列
挙
し
て
記
述
）
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㉒
錦
屏
山
瑞
泉
寺
一
覧
亭
図
並
記
（
大
和
綴
一
冊
、
全
六
丁
、
末
に
「
寛
政
丙
辰
秋
八
月　

東
都
鴻
井
勝
軼
識
」、
寛
政
八
年
）

〈
以
上
、
ク
リ
ア
ブ
ッ
ク
小
〉

㉓
秩
父
三
拾
四
ケ
所
観
音
縁
記
（
長
尺
一
枚
刷
）

㉔
畧
縁
記
（
一
枚
刷
、
明
治
十
五
年
刊
、
末
に
「
越
後
高
田　

性
宗
寺
幹
事
」）

㉕
簾
阿
弥
陀
如
来
略
縁
起
（
一
枚
刷
、
末
に
「
越
後
国
高
田　

中
戸
山
西
光
院
常
敬
寺
役
者
」）

㉖
五
智
如
来
御
胎
籠
畧
縁
記
（
一
枚
刷
、
末
に
「
越
後
州（
マ
マ
）

頭
城
郡
安
国
山
国
分
寺
」）

㉗
中
将
姫
由
来
畧
縁
起
（
一
枚
刷
）

㉘
當
麻
寺
案
内
略
縁
起
（
一
枚
刷
、
㉗
と
一
具
）

㉙
〈
真
言
／
根
本
〉
大
和
圀
高
市
郡
霊
禅
山
久
米
寺
畧
記
（
一
枚
刷
、
明
治
十
六
年
再
刻
）

㉚
和
州
石
光
寺
染
寺
縁
起
（
一
枚
刷
）

㉛
和
州
片
岡
山
達
磨
禅
寺
畧
縁
起
（
一
枚
刷
、
末
に
「
永
享
三
辛
亥
三
月
」）

㉜
多
武
峯
畧
縁
記
（
一
枚
刷
）

㉝
勅
願
所　

柿
本
社
略
縁
起
（
一
枚
刷
、
内
題
下
に
「
別
当　

月
照
寺
」）

㉞
［
黄
檗
山
萬
福
寺
縁
起
］（
内
題
等
ナ
シ
、
末
に
「
宇
治
黄
檗
山
門
前
大
田
多
兵
衛
版
」）

㉟
山
城
州
慧
日
山
東
福
禅
寺
（
一
枚
刷
）

㊱
山
城
州
葛
野
郡
北
山
鹿
苑
禅
寺
之
畧
記
（
一
枚
刷
、
天
明
年
間
刊
）

㊲
〈
日
吉
神
社
／
摂
社
〉
唐
崎
神
社
霊
松
縁
起
（
一
枚
刷
、
末
に
「
唐
嵜
神
社
御
供
所
朱
印
」）

㊳
尾
上
の
か
ね
由
来
（
一
枚
刷
、
末
尾
に
「
但
し
名
物
鐘
摺
扇
子
半
切
短
冊
色
紙
手
塩
渡
紙
す
り
」）
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㊴
石
山
寺
由
来
略
縁
起
（
一
枚
刷
、
右
下
に
印
「
藤
懸
所
蔵
」
墨
書
「
藤
懸
所
持
」）

㊵
西
国
第
二
番
札
所
紀
三
井
寺
略
縁
起
（
一
枚
刷
）

㊶
丹
後
喜
礼
渡
文
殊
天
橋
立
畧
縁
起
（
一
枚
刷
）

㊷
播
州
石
宝
殿
畧
縁
紀
（
一
枚
刷
）

㊸
播
磨
国
石
宝
殿
略
記
（
一
枚
刷
）

　

㊹
手
枕
松
之
記
（
一
枚
刷
、
明
治
五
年
刊
、
播
州
別
府
住
吉
神
社
の
手
枕
の
松
）

㊺
紀
州
日
高
郡
道
成
寺
御
建
立
畧
縁
起
（
一
枚
刷
二
枚
、
一
枚
は
掲
出
書
名
を
内
題
と
し
、
も
う
一
枚
に
は
内
題
な
ど
な
く
、
匡
郭
外
上

欄
に
「
紀
伊
国
日
高
郡
」、
同
下
欄
に
「
天
音
山
道
成
寺
」。
両
者
一
具
の
も
の
か
。
長
ら
く
一
緒
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
）

　

㊻
摂
州
須
磨
寺
略
縁
起
（
一
枚
刷
）

　

㊼
摂
州
兵
庫
築
嶋
寺
畧
縁
起
（
一
枚
刷
、
弘
化
三
年
刊
）

　

㊽
御
影
略
縁
起
（
一
枚
刷
、
末
に
「
越
前
国
吉
崎
山　

西
念
寺
」、
蓮
如
の
「
御
辛
労
の
御
影
」
あ
る
い
は
「
御
鬚
の
御
影
」）

〈
以
上
、
ク
リ
ア
ブ
ッ
ク
大
〉

　

右
に
掲
げ
た
略
縁
起
集
Ａ
～
Ｏ
と
は
別
に
、
略
縁
起
が
一
点
ず
つ
単
独
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
現
時
点
で
確
認
し
得
て
い
る

も
の
は
、
次
の
通
り
。

　

⑴
蚕
影
山
畧
縁
起
（
請
求
記
号175.931/K

o41　

資
料
Ｉ
Ｄ1110062826

）　

仮
綴
一
冊
・
全
六
丁

　

⑵
蚕
影
山
畧
縁
起
（175.931/K

o41　

1110062834

）　

仮
綴
一
冊
・
全
六
丁　

　

⑶
江
之
嶋
大
縁
起
五
巻
畧
記　

宋
朝
伝
来
古
碑
畧
図
（175.937/E63　

1110062710

）　

仮
綴
一
冊
・
全
四
丁

　

⑷
塩
通
山
医
王
院
水
薬
師
寺
略
縁
起
（185.9162/E63　

1100017895

）　

一
枚
刷
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⑸
西
国
第
一
番
札
所
那
智
山
畧
縁
起
（188.45/N

12　

1110062702

）　

仮
綴
一
冊
・
全
七
丁

　

⑹
橘
寺
畧
縁
起
（188.45/T

a13　

1110062672

）　

仮
綴
一
冊
・
全
十
丁　

宝
永
元
年
刊

　

⑺
善
光
寺
如
来
略
縁
起
（188.45/Z3　

1110062699

）　

仮
綴
一
冊
・
全
六
丁　

蔦
屋
伴
五
郎
刊

　

⑻
醍
醐
寺
由
来
記　

准
胝
仏
母
縁
起
（188.55D

17　

1110062664

）　

仮
綴
一
冊
・
全
十
四
丁

　

⑼
嫁
威
肉
附
面
畧
縁
起
（188.74/Y

81　

1970093382

）　

仮
綴
一
冊
・
全
五
丁　

吉
崎
元
慶
寺
発
行

　

⑽
豊
山
神
楽
院
長
谷
寺
畧
縁
起
（188.85/G34　

1110062877

）　

仮
綴
一
冊
・
全
五
丁　

享
和
元
年
刊

　

⑾
寝
覚
浦
島
寺
縁
起
（188.85/N

69　

1110062770

）　

仮
綴
一
冊
・
全
四
丁

　

⑿
蘇
鉄
略
縁
起
（188.95/Se88　

1110062842

）　

仮
綴
一
冊
・
全
四
丁　

堺
・
妙
国
寺

　

⒀
蘇
鉄
略
縁
起
（188.95/Se88　

1110062850

）　

仮
綴
一
冊
・
全
四
丁　

堺
・
妙
国
寺

　

⒁
東
山
西
山
京
名
所
案
内
記
（291.62/H
55　

1068002280

）　

仮
綴
一
冊
・
全
四
丁　

寛
政
新
板　

赤
井
長
兵
衛
板

　

⒂
［
方
広
寺
大
仏
像
造
立
木
組
之
真
図
］（718.9/H

82　

1060020920

）　

一
枚
刷　

大
仏
殿
御
絵
図
所　

嘉
永
元
年

　

⒃
京
都
大
仏
殿
釈
迦
牟
尼
如
来
大
像
（781.9/K

y6　
1080037950

）　

一
枚
刷　

大
仏
殿
勧
化
所　

天
保
十
四
年

　

先
に
掲
げ
た
略
縁
起
集
Ａ
～
Ｏ
の
う
ち
Ｍ
以
外
は
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
て
書
目
を
確
認
し
得
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
、
右
に
掲
げ
た
Ｍ
の
書
目
①
～

㊽
お
よ
び
単
独
所
蔵
分
⑴
～
⒃
を
加
え
れ
ば
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
略
縁
起
の
全
書
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
の
略

縁
起
集
に
含
ま
れ
る
の
が
合
計
三
百
十
八
点
で
、
そ
れ
に
右
十
六
点
を
加
え
れ
ば
、
三
百
三
十
四
点
に
及
ぶ
。
略
縁
起
集
に
収
蔵
さ
れ
た
も

の
を
中
心
と
す
る
こ
れ
ら
略
縁
起
の
点
数
あ
る
い
は
略
縁
起
集
の
点
数
は
、
一
施
設
が
所
蔵
す
る
点
数
と
し
て
は
、
か
な
り
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
所
蔵
の
略
縁
起
集
に
収
蔵
さ
れ
る
略
縁
起
の
点
数
に
つ
い
て
言
え
ば
、
例
え
ば
中
野
猛
氏
著
：
山
﨑
裕
人
氏
・
久
野
俊

彦
氏
編
『
略
縁
起
集
の
世
界　

論
考
と
全
目
録
』（
森
話
社
、
平
24
）
に
お
い
て
調
査
対
象
と
さ
れ
て
い
る
二
十
三
施
設
と
見
比
べ
る
に
、
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国
立
国
会
図
書
館
六
百
六
十
七
点
・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
五
百
三
十
一
点
に
次
ぐ
多
さ
で
あ
る
。
比
較
的
最
近
に
購
入
さ
れ
た
も
の
が
ほ

と
ん
ど
の
よ
う
で
、
だ
か
ら
当
然
、
右
の
『
略
縁
起
集
の
世
界　

論
考
と
全
目
録
』
に
お
け
る
調
査
対
象
に
な
っ
て
も
い
な
い
の
だ
が
、
今

や
略
縁
起
の
研
究
に
と
っ
て
看
過
し
得
な
い
一
つ
の
資
料
群
が
形
成
さ
れ
て
い
る
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二　

Ａ
『［
社
寺
縁
起
由
来
］』
目
録
稿

　

小
稿
に
お
い
て
は
、
先
に
掲
げ
た
略
縁
起
集
の
う
ち
Ａ
『［
社
寺
縁
起
由
来
］』
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
収
蔵
す
る
略
縁
起
に
つ
い
て
、
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
な
簡
略
な
書
目
で
は
な
く
、
今
少
し
詳
細
に
検
討
し
た
目
録
を
、
次
に
掲
げ
て
お
き
た
い
。
収
蔵
さ
れ
る

六
十
二
点
は
、
ほ
と
ん
ど
一
枚
物
の
刊
本
。
江
戸
後
期
あ
る
い
は
末
期
の
も
の
が
多
く
、
明
治
期
の
も
の
も
含
ん
で
い
る
。

《
凡
例
》

・
図
書
館
に
お
い
て
全
六
十
二
点
に
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
番
号
の
順
に
配
列
し
た
。
な
お
、
同
番
号
は
請
求
記
号
の
末
尾
の
番

号
と
対
応
し
、
例
え
ば
1
の
場
合
、175.9/Sh1/1
が
請
求
記
号
と
な
る
。

・
番
号
と
共
に
掲
げ
た
書
名
は
、
図
書
館
整
理
書
名
。
そ
れ
が
内
題
等
と
一
致
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
下
に
「（
＝
内
題
）」
な
ど
と
記

し
た
。
図
書
館
整
理
書
名
と
異
な
る
内
題
等
が
見
ら
れ
る
場
合
な
ど
、
そ
の
旨
を
（　

）
内
に
注
記
し
た
。［　

］
に
入
れ
ら
れ
た
書

名
は
、
図
書
館
に
よ
る
仮
の
書
名
。
な
お
、
図
書
館
整
理
書
名
を
掲
げ
る
の
に
、
表
記
の
あ
り
方
を
若
干
変
更
し
た
場
合
が
あ
る
。

・
右
の
書
名
な
ど
の
下
に
資
料
Ｉ
Ｄ
を
掲
げ
た
。
さ
ら
に
、
Ａ
が
収
蔵
す
る
六
十
二
点
す
べ
て
の
写
真
を
後
に
掲
げ
た
が
、
資
料
Ｉ
Ｄ
の

下
に
は
、
写
真
掲
載
頁
を
〈
写
真　

頁
〉
と
い
う
形
で
示
し
た
。

・
書
名
な
ど
を
掲
げ
た
あ
と
、
そ
の
左
に
は
ａ
～
ｆ
の
項
目
を
設
定
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
こ
と
を
記
述
し
た
。
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・
ａ
に
は
、
形
態
／
寸
法
（
冊
子
の
場
合
は
表
紙
の
寸
法
）
／
匡
郭
／
縁
起
記
事
お
よ
び
絵
の
有
無
に
つ
い
て
、
記
し
た
。「
縁
起
記
事

お
よ
び
絵
の
有
無
」
に
つ
い
て
は
、
縁
起
あ
る
い
は
縁
起
関
係
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
も
の
は
「
○
」、
そ
れ
に
絵
を
伴
う
も
の
、

あ
る
い
は
中
心
で
あ
る
絵
に
そ
う
し
た
記
事
を
伴
う
も
の
は
「
◎
」、
関
係
す
る
和
歌
や
樹
木
の
寸
法
に
つ
い
て
の
記
載
は
あ
っ
て
も
、

縁
起
関
係
記
事
を
含
む
こ
と
の
な
い
、
絵
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
「
●
」
と
分
類
し
て
、
縁
起
記
事
と
絵
の
あ
り
方
を
示
し
た
。

・
ｂ
に
は
、
刊
年
も
し
く
は
書
写
年
が
明
ら
か
な
場
合
、
そ
れ
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
明
ら
か
と
は
言
え
な
い
場
合
も
含
ん
で

い
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
ｃ
に
は
、
奥
書
や
刊
記
の
類
を
、
そ
の
所
在
位
置
と
と
も
に
掲
げ
た
。

・
ｄ
に
は
、
種
々
の
書
込
を
掲
げ
た
。
文
字
で
な
く
記
号
類
の
書
込
に
つ
い
て
も
記
し
た
場
合
が
あ
る
。

・
ｅ
は
、
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
覚
書
。
飽
く
ま
で
覚
書
で
あ
っ
て
、
精
査
を
経
た
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

・
ｆ
に
は
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
の
所
蔵
す
る
他
の
略
縁
起
集
お
よ
び
他
機
関
が
所
蔵
す
る
略
縁
起
集
に
、
同
一
の
略
縁
起
が
収
載
さ

れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
略
縁
起
集
を
列
挙
し
た
。
た
だ
し
、
判
明
し
た
場
合
の
み
で
あ
っ
て
、
網
羅
的
に
探
索
し
た
結
果
で
は
な
く
、

実
物
に
よ
っ
て
確
認
し
得
て
い
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
の
で
、
同
一
で
な
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
京
都
女
子
大
学

図
書
館
所
蔵
略
縁
起
集
に
同
一
の
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
場
合
、
前
節
に
挙
げ
た
記
号
や
番
号
を
用
い
て
、「
京
女
図
Ｍ
⑯
」「
京
女

図
Ｎ
」
な
ど
と
示
し
た
。
先
掲
『
略
縁
起
集
の
世
界　

論
考
と
全
目
録
』
に
目
録
が
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
示

さ
れ
た
個
別
の
番
号
も
、
略
縁
起
集
名
と
と
も
に
示
し
て
お
い
た
。
ま
ず
そ
れ
ら
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
＊

を
付
し
た
あ
と
に
記
載
し
た
。『
略
縁
起
集
の
世
界　

論
考
と
全
目
録
』
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
岩
瀬
文
庫
蔵
本
の
場
合
は
、
基
本
的

に
同
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
単
独
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
略
縁
起
に
つ
い
て
記
述
し
た
場
合
も
あ

る
し
、
関
係
す
る
他
の
略
縁
起
に
つ
い
て
の
覚
書
な
ど
を
加
え
た
場
合
も
あ
る
。
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・
記
載
事
項
の
な
い
項
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の
項
目
自
体
を
消
去
し
た
。
例
え
ば
、
項
目
ｂ
自
体
が
な
い
場
合
は
、
刊
年
あ
る
い
は
書
写

年
が
知
ら
れ
な
い
こ
と
、
項
目
ｃ
や
ｄ
が
な
い
場
合
は
、
奥
書
や
刊
記
の
類
、
ま
た
書
込
が
な
い
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
。

・
本
文
引
用
に
際
し
て
は
、
基
本
的
に
通
行
字
体
に
改
め
る
な
ど
し
て
い
る
し
、
振
り
仮
名
を
省
略
し
た
場
合
も
あ
る
。
判
読
不
能
文
字

は
□
で
示
し
た
。

　
1
小
石
川
白
山
境
内
旗
桜
之
由
来
（
＝
内
題
）　1120043387　
〈
写
真
68
・
69
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
五
・
五
×
横
四
八
・
〇
㎝
／
無
辺
／
◎

　

ｄ
左
上
角
に
、
朱
筆
に
よ
る
○
印
の
断
片
あ
り
。

ｅ
文
京
区
白
山
神
社
境
内
。
奥
州
攻
め
の
際
、
八
幡
太
郎
義
家
が
梢
に
旗
を
立
て
て
士
卒
に
下
知
し
た
こ
と
、「
今い
ま

に
い
た
る
ま
で
葩
は
な
ひ
ら

の

匂に
ほ
ひ

ひ
よ
り
姿す
か
た

様さ
ま

旗は
た

に
似に

た
る
も
の
ゝ
出
る
」
こ
と
、
な
ど
。
桜
の
樹
の
絵
の
右
下
に
花
弁
の
拡
大
図
を
載
せ
、「
葩
ノ
ニ
ホ
イ
／
下
ゴ

ト
シ
」
と
記
す
。
桜
の
寸
法
注
記
な
ど
あ
り
。

2
［
明
王
山
宝
仙
寺
略
縁
起
］（
内
題
「
略
縁
記
」、
ｃ
参
照
）　1120043395

〈
写
真
44
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
九
・
五
×
横
一
二
・
七
㎝
／
四
周
単
辺
／
◎

　

ｂ
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

　
ｃ
末
に
「
天
保
十
三
壬
寅
四
月
十
五
日
改
」「
武
州
多
摩
郡
／
中
野
郷
／
明
王
山
宝
仙
寺
」。

ｅ
宝
仙
寺
の
什
物
と
い
う
井
の
頭
池
の
蛇
骨
を
め
ぐ
る
縁
起
。
蛇
が
首
を
鎌
で
斬
ら
れ
た
場
面
の
絵
を
、
下
半
分
に
画
く
。
宝
仙
寺
は
、

中
野
区
中
央
に
所
在
す
る
真
言
宗
寺
院
。
御
府
内
八
十
八
所
第
十
二
番
札
所
。

3
奥
州
金
華
山
畧
縁
起
（
＝
内
題
）　1120043409　
〈
写
真
68
・
69
頁
〉
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ａ
一
枚
刷
／
縦
三
一
・
七
×
横
四
二
・
三
㎝
／
無
辺
／
○

ｄ
内
題
下
に
朱
書
「
□
□
年
中
江
戸
ニ
而
開
帳
□
」（
文
字
の
右
半
分
欠
。
ま
た
、
破
損
に
よ
る
不
明
箇
所
あ
り
）。
末
に
朱
書
「
慶
応
元

丑
歳
六
月
両
国
回
向
院
ニ
而
開
帳
」。
内
題
上
方
に
朱
筆
指
示
線
。

ｅ
富
主
姫
太
神
す
な
わ
ち
弁
財
天
女
が
天
降
り
鎮
座
し
た
こ
と
、
東
大
寺
大
仏
造
立
に
際
し
て
当
山
よ
り
黄
金
を
出
し
た
こ
と
、
な
ど
。

末
尾
部
に
「
弁
才
天
御
神
宝
」
を
列
挙
。

ｆ
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
蔵
『
寺
社
縁
起
集
』
第
十
三
冊
109　

特
例
財
団
法
人
無
窮
会
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
『
奥
州
金
華
山
縁
起　

外
十
四
種
』
1　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
諸
国
縁
起
由
来
記
』
6　

＊
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
諸
国
寺
社
諸
縁
起
』
第
十
一
冊
収

載
『
奥
州
金
花
山
略
縁
起
』（
中
野
猛
氏
編
『
略
縁
起
集
成
』〈
勉
誠
社
〉
第
四
巻
に
翻
刻
収
載
）
と
は
異
な
る
。

4
牛
石
池
之
図
（
＝
内
題
）　1120043417　
〈
写
真
70
・
71
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
九
・
九
×
横
三
六
・
七
㎝
／
四
周
単
辺
／
◎

　
ｃ
末
に
「
奥
州
一
宮
塩
竈
御
釜
町
」。

　

ｄ
末
尾
部
に
朱
書
「
嘉
永
元
甲
歳
七
月
九
日
十
日
折
能
／
大
祭
礼
ニ
参
詣
夫
よ
り
松
嶋
見
物
ス
」。

　
ｅ
塩
竃
の
神
が
食
塩
を
人
民
に
施
し
た
際
に
使
役
し
て
い
た
牛
が
石
と
化
し
た
、
そ
の
牛
石
の
由
来
と
霊
験
。

5
牛
石
池
之
図
（
＝
内
題
）　1120043425　
〈
写
真
44
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
八
・
八
×
横
四
二
・
五
㎝
／
四
周
単
辺
／
◎

ｅ
本
文
は
、
4
と
同
文
。
た
だ
し
、
行
送
り
の
あ
り
方
な
ど
は
異
な
り
、
ま
た
、
4
の
末
に
あ
る
「
奥
州
一
宮
塩
竈
御
釜
町
」（
ｃ
）
は

な
い
。
絵
も
4
と
同
様
だ
が
、
4
に
な
い
藤
が
左
上
に
画
か
れ
て
い
る
点
、
目
に
付
く
相
違
で
あ
る
。

6
観
谷
山
聖
輪
寺
観
音
略
縁
起
（
＝
内
題
）　1120043433　
〈
写
真
70
・
71
頁
〉



12
　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
四
・
四
×
横
三
四
・
〇
㎝
／
無
辺
／
○

ｄ
右
端
に
朱
書
「
青
山
千
駄
ヶ
谷
御
府
内
之
仏
閣
ニ
而
千
二
百
余
年
」。「
青
山
千
駄
ヶ
谷
」
の
下
か
ら
内
題
冒
頭
へ
と
朱
筆
に
よ
る
繋
ぎ

線
が
引
か
れ
て
い
る
。
左
端
に
朱
書
「
弘
化
二
巳
歳
正
月
廿
四
日
昼
八
ツ
時
大
風
ニ
而
青
山
鼠
穴
□
」。

ｅ
夢
告
を
受
け
て
行
基
が
彫
造
し
た
と
い
う
本
尊
如
意
輪
観
音
像
の
由
来
と
霊
験
な
ど
。
聖
輪
寺
は
、
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
に
所
在
す
る
真

言
宗
寺
院
。
御
府
内
八
十
八
所
第
十
番
札
所
。

　

ｆ
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
諸
国
寺
社
諸
縁
起
』
第
二
冊
14
（
先
掲
『
略
縁
起
集
成
』
第
三
巻
に
翻
刻
収
載
）　

同
『
寺
社
書
上
』
76

7
祖
師
聖
人
御
旧
跡
三
度
栗
略
絵
図
（
＝
内
題
）　1120043441　
〈
写
真
45
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
四
八
・
〇
×
横
三
八
・
五
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｃ
末
に
「
焼
栗
山
孝
順
寺
印
」。

ｅ
栗
の
木
と
石
碑「
南
無
阿
弥
陀
仏
」の
絵
、お
よ
び
御
詠
歌「
一
年
に
三
度
御
法
を
か
よ
わ
せ
て
こ
ゝ
ろ
保
田
に
の
こ
す
や
き
く
り
」。「
孝

順
寺
」（
ｃ
）
は
、
新
潟
県
阿
賀
野
市
保
田
に
所
在
す
る
真
宗
寺
院
。
三
度
栗
は
、
越
後
七
不
思
議
の
一
。

ｆ
京
女
図
Ｎ　

＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
も
所
蔵
さ
れ
、
同
文
庫
蔵
『
親
鸞
聖
人
越
後
旧
跡
略
縁
起
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
越

後
州
蒲
原
郡
保
田
之
郷　

考
順
寺
霊
宝
旧
跡
畧
縁
起
』（
簗
瀬
一
雄
氏
編
『
社
寺
縁
起
の
研
究
』〈
勉
誠
社
、
平
10
〉
に
翻
刻
収
載
）
あ
り
。

8
天
拝
一
光
三
尊
如
来
縁
起
（
＝
内
題
）　1120043450　
〈
写
真
72
・
73
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
一
・
八
×
横
四
一
・
四
㎝
／
無
辺
／
○

ｄ
下
端
左
に
、
朱
筆
○
印
・
朱
筆
指
示
線
と
と
も
に
、
朱
書
「
下
野
国
芳
賀
郡
」（
左
端
欠
）。
末
尾
余
白
に
墨
書
「
天
保
十
四
年
五
月
廿

一
日
よ
り
廿
七
日
迄　
浅
草
唯
念
寺
／
同
六
月
朔
日
よ
り
七
日
迄　
当
地
澄
泉
寺
／
同
月
十
一
日
よ
り
十
七
日
迄　
浅
草
称
念
寺
」。

　
ｅ
栃
木
県
真
岡
市
に
所
在
す
る
高
田
山
専
修
寺
の
本
尊
・
一
光
三
尊
阿
弥
陀
如
来
の
縁
起
。
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ｆ
＊
『
天
拝
一
光
三
尊
仏
畧
縁
記
』（
明
治
大
学
博
物
館
蔵
『
諸
寺
略
縁
記
』
収
載
写
本
な
ど
）。
中
野
猛
氏
「
真
宗
と
略
縁
起
」（
先
掲
『
略

縁
起
集
の
世
界　

論
考
と
全
目
録
』
収
載
）
に
言
及
あ
り
。

9
紀
州
日
高
郡
道
成
寺
御
建
立
畧
縁
起
（
＝
内
題
）　1120043468　
〈
写
真
72
・
73
・
82
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
五
・
五
×
横
四
八
・
五
㎝
／
四
周
単
辺
／
○

ｄ
匡
郭
外
右
端
に
朱
書
「
弘
化
三
丙
午
歳
六
月
十
三
日
参
詣
致
候
其
節
頭
書
」。
同
左
端
に
「
弘
化
三
丙
午
歳
六
月
此
か
ね
拝
シ
頭
書
」。

同
上
端
に
、
朱
筆
○
印
・
朱
筆
指
示
線
と
と
も
に
、
朱
書
「
当
山
ニ
て
安
珍
き
よ
姫
之
由
来
絵
巻
物
開
帳
ス
言
立
国
な
ま
リ
ニ
て
余
程
お
も

し
ろ
し
／
日
高
川
よ
り
直
道
向
あ
た
り
小
高
き
御
寺
石
段
あ
り
右
側
ニ
鐘
堂
あ
り
是
よ
り
／
徳
本
上
人
御
出
生
所
壱
り
半
」。

ｆ
神
宮
文
庫
蔵
『
諸
寺
略
縁
起
』
13　

＊
矢
代
和
夫
氏
・
宮
本
瑞
夫
氏
・
志
村
有
弘
氏
編
『
略
縁
起
集
』（
宮
本
記
念
財
団
、
平
2
）
に

翻
刻
（
和
田
恭
幸
氏
）
あ
り
。

10
［
紀
伊
国
日
高
郡
天
音
山
道
成
寺
縁
起
］（
ｃ
参
照
）　1120043476　
〈
写
真
45
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
四
・
三
×
横
三
四
・
五
㎝
／
四
周
単
辺
／
◎

　
ｃ
匡
郭
外
右
端
に
「
紀
伊
国
日
高
郡
」、
左
端
に
「
天
音
山
道
成
寺
」。

　
ｅ
「
当
寺
開
闢
」
と
「
鐘
巻
由
来
」。
後
者
に
つ
い
て
、
清
姫
の
和
歌
と
安
珍
の
返
歌
各
一
首
お
よ
び
二
人
の
対
面
場
面
の
絵
を
載
せ
る
。

ｆ
＊
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
蜂
谷
文
庫
『
縁
起
叢
書
』
第
十
二
冊
に
収
載
さ
れ
る
も
の
（
先
掲
『
略
縁
起
集
成
』
第
二
巻
に
翻
刻
・
影
印

収
載
。
同
書
解
説
は
、『
紀
伊
国
日
高
郡
吉
田
村
鐘
巻
道
成
寺
縁
起
』
の
「
付
録
か
」
と
す
る
）
と
同
文
だ
が
、
絵
が
若
干
異
な
る
。

11
［
志
州
堅
神
観
音
寺
波
切
松
図
］（
内
題
「
波
切
松
」、
ｃ
参
照
）　1120043484　
〈
写
真
74
・
75
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
五
・
五
×
横
四
八
・
七
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｃ
末
に
「
志
州
堅
神
／
観
音
寺
」。



14
　

ｄ
左
上
に
朱
書
「
竹
川
町
新
兵
衛
殿
同
道
ニ
而
／
伊
勢
参
宮
其
節
志
州
渡
羽
／
日
和
山
其
外
見
物
帰
路
ニ
此
絵
図
／
求
」。

　
ｅ
内
題
下
に
松
の
寸
法
注
記
あ
り
。
堅
神
観
音
寺
は
、
現
鳥
羽
市
堅
神
町
に
所
在
す
る
真
言
宗
寺
院
。

12
摂
州
布
引
山
瀧
勝
寺
畧
縁
起
（
＝
内
題
）　1120043492　
〈
写
真
46
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
四
・
五
×
横
三
三
・
〇
㎝
／
無
辺
／
○

　
ｅ
布
引
の
滝
の
水
上
に
出
現
し
た
馬
頭
観
音
を
、
自
ら
彫
刻
し
た
像
の
胸
中
に
納
め
た
、
と
い
っ
た
役
行
者
に
よ
る
開
基
伝
承
な
ど
。

　

ｆ
中
野
猛
氏
収
集
略
縁
起
504
・
505　

＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
摂
州
布
引
瀧
図
』
に
付
属
す
る
も
の
に
は
、
12
と
違
い
匡
郭
あ
り
。

13
石
山
寺
源
氏
間
紫
式
部
影
讃
（
ｅ
参
照
）　1120043506　
〈
写
真
74
・
75
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
二
・
〇
×
横
四
二
・
〇
㎝
／
無
辺
／
●

ｄ
内
題
上
方
に
朱
筆
指
示
線
あ
り
。
そ
の
下
方
に
朱
書
文
字
の
断
片
が
散
見
す
る
。
内
題
下
に
朱
書
「
丸
屋
六
右
衛
門
泊
リ
名
産
う
な
ぎ

／
蒲
焼
大
平
ヘ
入
出
ス
其
外
な
ま
ず
／
風
味
よ
ろ
し
く
ぞ
」。

ｅ
「
石
山
寺
源
氏
間
紫
式
部
影
讃
」
お
よ
び
「
紫
式
部
所
持
源
氏
物
語
書
写
硯
世
謂
石
山
形
硯
」
の
絵
。
前
者
に
は
、
讃
の
ほ
か
式
部
の

「
こ
こ
ろ
だ
に
」
歌
・「
誰
か
世
に
」
歌
を
掲
載
。
硯
の
寸
法
注
記
あ
り
。

　

ｆ
神
宮
文
庫
蔵
『
諸
社
寺
縁
起
並
地
図
帳
』
2　

＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
石
山
寺
名
所
之
図
』
な
ど
に
も
付
載
。

14
石
山
寺
由
来
畧
縁
起
（
＝
内
題
）　1120043514　
〈
写
真
46
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
二
・
〇
×
横
四
二
・
七
㎝
／
四
周
単
辺
／
○

　
ｅ
石
山
寺
の
由
来
を
記
述
し
た
あ
と
、
一
行
分
の
空
白
を
挟
ん
で
、
同
寺
で
の
紫
式
部
の
源
氏
物
語
執
筆
に
つ
い
て
記
す
。

　

ｆ
京
女
図
Ｎ　

東
洋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
寺
社
略
縁
起
集
』
1

15
摂
州
有
馬
湯
元
温
泉
寺
薬
師
如
来
畧
縁
起
（
＝
内
題
）　1120043522　
〈
写
真
76
・
77
頁
〉
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ａ
一
枚
刷
／
縦
三
一
・
三
×
横
四
一
・
〇
㎝
／
無
辺
／
○

　
ｃ
末
に
「
温
泉
寺
蔵
板
」。

ｄ
右
端
上
に
朱
筆
指
示
線
あ
り
、そ
の
下
方
に
朱
書「
弘
化
三
丙
午
歳
六
月
廿
八
日
ヨ
リ
七
月
二
日
迄
□
留
ス
。
此
所
よ
り
八
丁
ニ
而
／
つ
ゝ

み
が
た
き
あ
り
」（
一
行
目
右
半
分
欠
）。
左
端
に
朱
筆
○
印
に
続
い
て
朱
書
「
嘉
永
元
甲
歳
七
月
十
四
日
参
詣
ス
是
よ
り
十
八
里
程
大

海
。
渡
之
波
へ
乗
ル
」。

ｅ
行
基
に
よ
る
開
基
な
ど
。

16
［
日
蓮
宗
妙
法
寺
加
藤
清
正
手
植
之
松
図
］（
内
題
「
加
藤
清
正
手
植
之
松
」、
ｃ
参
照
）　1120043530　
〈
写
真
47
頁
〉　

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
七
・
七
×
横
五
一
・
八
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｃ
右
下
に
「
大
阪
谷
町
筋
八
丁
目
／
日
蓮
宗
妙
法
寺
印 

印
」。
左
下
に
「
有
楽
館
簣
山
写
印 

印
」。

ｅ
「
世
に
ひ
ろ
く
と
け
は
た
ゑ
な
る
法
と
と
も
に
さ
か
へ
む
庭
の
松
そ
木
た
か
き　

従
一
位
資
枝
讃
」
と
、
日
野
資
枝
（
～
一
八
〇
一
）

の
歌
を
添
え
る
。
松
の
寸
法
注
記
あ
り
。「
妙
法
寺
」
は
、
大
阪
市
中
央
区
谷
町
に
所
在
す
る
法
華
宗
（
本
門
流
）
寺
院
。

17
［
三
井
寺
霊
鐘
之
図
］（
内
題
「
三
井
寺
霊
鐘
」）　1120043549　
〈
写
真
76
・
77
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
五
・
三
×
横
二
三
・
七
㎝
／
四
周
単
辺
（
一
部
双
辺
）
／
●

ｄ
匡
郭
外
上
端
に
朱
書
「
弘
化
三
年
六
月
参
詣
ス
其
節
頭
書
／
当
処
よ
り
日
高
川
一
リ
程
有
リ
是
よ
り
一
リ
半
程
ニ
て
／
徳
本
上
人
出
生

地
有
リ
」。

　
ｅ
弁
慶
引
摺
鐘
の
絵
。
鐘
の
寸
法
注
記
あ
り
。

ｆ
＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
日
本
諸
国
絵
図
面
』『
海
道
名
勝
画
巻
』
な
ど
に
収
載
。
他
に
、『
三
井
寺
霊
鐘
縁
起
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
、

先
掲
『
社
寺
縁
起
の
研
究
』
に
翻
刻
収
載
）。
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18
［
三
井
寺
弁
慶
汁
鍋
図
］（
内
題
「
三
井
寺
弁
慶
汁
鍋
」）　1120043557　
〈
写
真
47
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
三
・
〇
×
横
二
四
・
〇
㎝
／
四
周
単
辺
（
一
部
双
辺
）
／
●

　
ｃ
匡
郭
外
左
下
に
「
園
城
寺
蔵
」。
同
右
下
に
黒
印
「
和
田
／
安
部
喜
壽
」。

ｄ
匡
郭
外
右
端
に
墨
書
「
明
治
四
十
二
年
四
月
一
日
江
州
大
津
／
三
井
寺
ニ
テ
受
ケ
」、裏
面
に
墨
書
「
弁
慶
汁
鍋
」（
上
記
書
込
と
同
筆
か
）。

ｅ
「
奥
ノ
院
／
食
堂
ニ
安
置
ス
」
と
記
載
。
現
在
は
、
17
の
弁
慶
引
摺
鐘
と
と
も
に
霊
鐘
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
17
と
一
具
の

も
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
17
が
弘
化
三
年
時
点
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
18
は
明
治
以
降
の
後
刷
り
か
。
鍋
の
寸
法
注
記
あ
り
。

19
三
井
寺
鐘
由
来
（
＝
内
題
）　1120043565　
〈
写
真
78
・
79
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
一
六
・
三
×
横
五
七
・
〇
㎝
／
四
周
単
辺
／
◎

　
ｃ
末
に
「
矢
守
板
」。

　

ｄ
匡
郭
外
左
端
に
朱
書
「
天
保
九
戊
歳
予
十
九
歳
之
節
／
始
而
上
方
見
物
ス
」。

　
ｅ
弁
慶
引
摺
鐘
（
＝
17
）
の
由
来
。
右
半
分
に
、
鐘
を
背
負
い
比
叡
山
無
動
寺
へ
引
き
摺
り
上
げ
る
弁
慶
の
絵
。

　

ｆ
京
女
図
Ｎ　

＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
日
本
諸
国
絵
図
面
』
に
収
載
。

20
［
臥
龍
松
図
］（
内
題
「
臥
龍
松
」）　1120043573　
〈
写
真
48
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
三
・
〇
×
横
五
二
・
〇
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｃ
「
羽
州
谷
地
／
大
原
宝
田
村
／
高
谷
長
四
郎
」（
左
端
中
央
）。

ｅ
右
上
に
「
四
方
八
方
に
松
の
其
名
の
高
谷
氏
千
代
経
る
家
の
庭
に
栄
へ
て
」（「
青
柳
亭
下
枝
」）。
松
の
寸
法
注
記
あ
り
。
右
端
上
部
・

左
端
上
部
・
左
端
下
部
、
破
損
。
山
形
県
村
山
市
に
あ
り
、「
長
四
郎
の
松
」
と
も
。
県
指
定
天
然
記
念
物
。「
高
谷
長
四
郎
」（
ｃ
）
は
、

享
保
十
九
年
（
一
七
一
九
）
に
谷
地
町
か
ら
来
て
大
原
地
区
を
開
拓
、
宝
田
村
の
庄
屋
と
な
っ
た
人
物
と
い
う
。
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21
［
播
磨
明
石
柿
本
人
丸
神
社
境
内
盲
杖
桜
図
］（
内
題
「
播
磨
明
石
柿
本
人
丸
神
社
境
内
」、
ｅ
参
照
）　1120043581　
〈
写
真
48
頁
〉　

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
七
・
三
×
横
三
四
・
〇
㎝
／
無
辺
／
◎

ｅ
桜
の
傍
ら
に
「
盲
杖
桜
」
碑
を
画
く
。「
盲
杖
桜
」
の
絵
と
由
来
。
人
丸
神
社
に
詣
で
た
盲
人
の
両
眼
が
開
い
た
た
め
不
要
と
な
っ
て

捨
て
た
杖
が
桜
に
な
る
。

22
［
親
鸞
聖
人
御
旧
跡
数
珠
掛
桜
図
］（
ｃ
参
照
）　1120043590　
〈
写
真
49
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
七
・
二
×
横
三
九
・
一
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｃ
末
に
「
親
鸞
聖
人
御
旧
跡
珠
数
掛
桜
／
越
之
后
州
蒲
原
郡
小
島
村
」。
左
下
に
「
藤
原
墨
浄
画
印
」。

ｅ
右
上
に
拡
大
図「
桜
花
写
真
」。
阿
賀
野
市
小
島
の
梅
護
寺
に
あ
り
。
越
後
七
不
思
議
の
一
。
花
房
が
数
珠
の
房
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
っ

て
咲
く
。

ｆ
＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
親
鸞
聖
人
越
後
旧
蹟
略
縁
起
』
に
収
載
。『
御
旧
跡
／
珠
数
掛
桜
由
来
畧
縁
起
』（
先
掲
『
社
寺
縁
起
の
研
究
』

に
翻
刻
収
載
）
あ
り
。

23
［
月
輪
寺
時
雨
桜
の
図
］（
内
題
「
時
雨
桜
の
図
」、
ｃ
参
照
）　1120043603　
〈
写
真
49
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
一
・
二
×
横
四
二
・
五
㎝
／
無
辺
／
◎

　
ｃ
内
題
下
に
「
月
輪
寺
」。

ｅ
親
鸞
配
流
の
際
、
法
然
が
兼
実
と
と
も
に
植
え
た
と
伝
え
る
、
京
の
愛
宕
山
月
輪
寺
の
桜
。
名
残
を
惜
し
ん
で
時
雨
の
よ
う
に
露
を
落

と
し
た
と
い
う
。

　

ｆ
京
女
図
Ｎ　

＊
石
川
透
氏
収
集
略
縁
起
（
先
掲
『
遊
楽
と
信
仰
の
文
化
学
』
参
照
）。

24
人
丸
山
船
形
之
梅
の
記
（
＝
内
題
）　1120043611　
〈
写
真
50
頁
〉



18
　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
九
・
四
×
横
四
二
・
一
㎝
／
無
辺
／
◎

　

ｂ
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）

　
ｃ
内
題
下
に
「
浥
露
軒
写
印
」。
末
に
「
享
保
十
八
年
癸
丑
春
二
月
／
赤
石
人
丸
山
／
月
照
寺
」。

　
ｅ
21
の
盲
杖
桜
と
同
じ
く
明
石
の
人
丸
神
社
に
あ
る
、
八
房
梅
の
由
緒
。
梅
の
寸
法
注
記
あ
り
。
末
に
「
船
形
の
梅
を
よ
め
る
」
歌
。

　

ｆ
京
女
図
Ｎ　

＊
早
稲
田
大
学
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
写
真
掲
載
。　

25
日
吉
神
社
摂
社
唐
崎
社
霊
松
略
縁
起
（
＝
内
題
）　1120043620　
〈
写
真
50
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
二
・
七
×
横
三
二
・
〇
㎝
／
四
周
単
辺
／
○

　
ｃ
末
に
「
官
幣
大
社
日
吉
神
社
／
唐
崎
勤
番
所
印
（
朱
印
「
日
吉
社
／
務
所
出
／
張
之
印
」）。

　
ｅ
霊
松
の
由
来
と
唐
崎
社
の
霊
験
。
後
半
は
、
霊
松
の
寸
法
と
例
祭
の
日
程
。

　

ｆ
京
女
図
Ｎ　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
諸
国
縁
起
由
来
記
』
19

26
唐
崎
大
明
神
一
ツ
松
之
図
（
＝
内
題
）　1120043638　
〈
写
真
51
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
一
・
一
×
横
四
四
・
一
㎝
／
無
辺
／
◎

　

ｂ
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
刊
か
。

　
ｃ
右
下
隅
に
「
平
安
／
白
瑛
謹
（「
写
」
欠
か
）」。

ｅ
内
題
の
左
に
松
の
寸
法
注
記
あ
り
。
左
上
に
松
の
由
来
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
。
琵
琶
湖
と
対
岸
の
山
々
を
奥
に
画
く
。
四
周
が
ど
の

程
度
か
切
断
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

ｆ
＊
早
稲
田
大
学
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
写
真
掲
載
（
末
に
「
天
保
二
辛
卯
年
孟
夏
新
刻
」
─
26
に
も
同
一
の
刊
記
あ
っ
た
か
）。

27
江
州
唐
崎
一
ツ
松
之
図
（
＝
内
題
）　1120043646　
〈
写
真
51
頁
〉
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ａ
一
枚
刷
／
縦
三
六
・
五
×
横
五
一
・
五
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｃ
左
下
に
「
湖
南
／
荻
野
長
平
画
／
岩
佐
蔵
／
三
国
常
栄
堂
刀
」。

　
ｅ
内
題
の
左
に
松
の
寸
法
注
記
あ
り
。
左
上
に
「
比
叡
山
京
鞍
馬
道
法
記
」。

　

ｆ
＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
日
本
諸
国
絵
図
面
』
に
収
載
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
江
州
唐
崎
一
ツ
松
之
図
』
と
は
同
じ
で
な
い
。

28
住
吉
名
所
之
笠
松
（
＝
内
題
）　1120043654　
〈
写
真
52
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
〇
・
五
×
横
四
五
・
八
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｃ
左
下
に
「
住
吉
御
社
よ
り

一

丁

南

な
に
は
や
」。

ｅ
内
題
下
に
松
の
寸
法
注
記
あ
り
。
松
の
絵
の
右
上
に
「
正
三
位
津
守
国
福
」（
一
八
〇
〇
～
六
八　

住
吉
神
社
七
十
三
代
）
の
歌
「
栄

え
ゆ
く
千
年
の
松
の
下
か
げ
に
を
と
る
心
も
住
吉
の
里
」
を
載
せ
、
左
上
に
住
吉
踊
り
の
絵
を
画
く
。

29
［
住
吉
名
所
之
笠
松
図
］（
ｃ
参
照
）　1120043662　
〈
写
真
52
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
七
・
五
×
横
三
七
・
〇
㎝
／
無
辺
／
●

　

ｂ
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
再
版

　
ｃ
左
上
に
「
右
若
樹
之
図
」「
慶
応
元
丑
年
再
版
」。
左
下
に
「
住
吉
な
に
は
屋
」。

　
ｅ
右
上
に
松
の
寸
法
注
記
あ
り
。
松
の
絵
の
上
方
に
歌
「
浪
花
津
の
ほ
そ
へ
の
か
わ
を
お
も
ふ
ら
ん
こ
ゝ
に
や
と
り
し
松
の
幾
千
代
」。

　

ｆ
特
例
財
団
法
人
無
窮
会
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
『
奥
州
金
華
山
縁
起　

外
十
四
種
』
16

30
［
住
吉
名
所
之
笠
松
図
］（
内
題
等
ナ
シ
、
ｃ
参
照
）　1120043670　
〈
写
真
53
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
七
・
四
×
横
三
六
・
五
㎝
／
無
辺
／
●

　

ｂ
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
再
版



20
　
ｃ
末
に
「
文
久
二
壬
戌
年
再
板
」。
左
下
に
「
住
吉
な
に
は
屋
」。

ｅ
右
に
松
の
寸
法
注
記
、
末
近
く
に
「
右
ハ
元
文
三
戊
午
／
春
三
月
之
間
数
也
」。
た
だ
し
、
右
端
が
切
断
さ
れ
て
い
て
、
寸
法
注
記
の

う
ち
高
さ
と
東
西
の
長
さ
に
つ
い
て
の
記
事
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
松
の
絵
の
上
方
に
歌
「
誰
に
と
か
い
け
の
心
も
お
も
ふ
ら
む

そ
こ
に
や
と
れ
る
松
の
千
と
せ
を
」。

ｆ
特
例
財
団
法
人
無
窮
会
東
洋
文
化
研
究
蔵
『
奥
州
金
華
山
縁
起　

外
十
四
種
』
17　

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
諸
国
寺
院
神
社
縁
起
集
』
26　

＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
海
道
名
勝
画
巻
』
に
嘉
永
三
年
刊
本
収
載
。

31
［
住
吉
名
所
之
笠
松
図
］（
内
題
等
ナ
シ
、
ｃ
参
照
）　1120043689　
〈
写
真
53
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
七
・
六
×
横
四
〇
・
七
㎝
／
無
辺
／
●

　

ｂ
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
再
版

　
ｃ
末
に
「
文
政
十
三
庚寅

年
再
板
」。
左
下
に
「
住
吉
難
波
屋
」。

ｅ
右
に
松
の
寸
法
注
記
、
末
近
く
に
「
右
ハ
元
文
三
戊
午
／
春
三
月
之
間
数
也
」。
松
の
絵
の
上
方
に
歌
「
誰
に
と
か
い
け
の
心
も
お
も

ふ
ら
む
そ
こ
に
や
と
れ
る
松
の
千
と
せ
を
」
あ
り
。
30
と
酷
似
す
る
。
28
～
31
は
い
ず
れ
も
、
住
吉
難
波
屋
の
庭
に
あ
っ
た
松
。『
諸

国
名
所
百
景
』
の
う
ち
の
一
枚
に
「
泉
州
堺
な
に
わ
や
の
松
」。

　

ｆ
＊
京
女
図
Ｍ
⑳
『
松
の
略
記
』
あ
り
。

32
高
砂
社
相
生
松
畧
記
（
＝
内
題
）　1120043697　
〈
写
真
54
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
六
・
八
×
横
五
〇
・
二
㎝
／
無
辺
／
○

　
ｃ
末
に
「
猶
委
し
き
事
ハ
方
冊
に
あ
り
是
ハ
其
あ
ら
ま
し
を
記
し
て
行
人
旅
客
の
需
に
応
す
る
の
み
」。

ｅ
高
砂
と
い
う
地
の
こ
と
、
高
砂
社
の
こ
と
を
記
し
た
あ
と
、
相
生
松
の
由
来
を
叙
述
す
る
。
一
夜
に
生
じ
、
根
元
に
尉
・
姥
二
神
す
な
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わ
ち
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
二
神
が
出
現
し
た
こ
と
、
秀
吉
に
よ
る
別
所
長
治
攻
め
の
際
、
毛
利
の
家
臣
が
松
を
伐
っ
た
こ
と
、
な
ど
。

　

ｆ
神
宮
文
庫
蔵
『
諸
社
寺
縁
起
並
地
図
帳
』
13　

中
野
猛
氏
収
集
略
縁
起
518

33
播
州
高
砂
尾
上
相
生
古
松
之
由
来
（
＝
内
題
）　1120043700　
〈
写
真
54
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
〇
・
五
×
横
四
六
・
五
㎝
／
無
辺
／
◎

　

ｂ
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

ｅ
内
題
左
上
に
朱
印
「
日
本
瑞
一
」。
雄
松
・
雌
松
そ
れ
ぞ
れ
の
寸
法
注
記
あ
り
。
雌
松
の
方
の
末
に
「
文
政
十
二
年
迄
／
二
百
五
十
九
年
」。

松
の
前
に
尉
と
姥
を
画
く
。
本
文
「
抑
そ
も
〳
〵

当た
う

社し
ゃ

は
唯ゆ
い

一
の
神し
ん

廟べ
う

な
り
…
…
よ
り
立
か
れ
と
な
り
今
の
松
は
そ
の
実
ば
え
な
り
」。
神
功
皇

后
三
韓
征
伐
凱
陣
の
時
、
諸
神
が
集
ま
り
植
え
た
松
の
実
二
粒
が
一
夜
の
う
ち
に
大
樹
と
な
っ
た
こ
と
、
秀
吉
の
三
木
城
（
別
所
）
攻

め
の
際
に
軍
兵
が
伐
り
取
っ
て
以
降
立
ち
枯
れ
た
こ
と
、
な
ど
。

　

ｆ
京
女
図
Ｎ　

神
宮
文
庫
蔵
『
諸
社
寺
縁
起
並
地
図
帳
』
12　

＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
日
本
諸
国
絵
図
面
』
な
ど
に
収
載
。

34
高
砂
尾
上
社
都
恋
し
き
片
枝
松
之
真
図
（
＝
内
題
）　1120043719　
〈
写
真
55
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
七
・
〇
×
横
四
九
・
三
㎝
／
無
辺
／
◎

　

ｄ
上
端
余
白
に
墨
書
「
播
州
高
砂
尾
上
境
内
」。

ｅ
末
尾
部
に「
枝
葉
悉
く
東
の
方
に
さ
し
広
ご
れ
り
西
方
に
は
ゐ
だ
さ
ず
誠
に
く
し
び
な
る
神
木
な
り
」。
そ
の
前
に
松
の
寸
法
注
記
あ
り
。

ｆ
＊
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
・
林
周
教
氏
蒐
集
文
書
に
所
蔵
さ
れ
る
同
名
の
も
の
（
90
社
寺
・
文
教
90
－
209
）
は
、
明
治
二
十
六
年
刊
と
知

ら
れ
る
ら
し
く
、
34
と
は
異
な
る
も
の
か
。

35
高
砂
社
相
生
霊
松
之
図
（
＝
内
題
）　1120043727　
〈
写
真
55
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
六
・
五
×
横
四
〇
・
七
㎝
／
無
辺
／
●
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ｅ
内
題
と
松
の
絵
の
み
。
全
体
的
に
印
刷
状
態
不
良
。

36
高
砂
社
相
生
霊
松
之
図
（
＝
内
題
）　1120043735　
〈
写
真
56
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
六
・
五
×
横
五
〇
・
〇
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｅ
内
題
と
松
の
絵
の
み
。
内
題
の
配
置
も
含
め
て
、
35
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
。
前
後
関
係
等
不
明
。

　

ｆ
＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
日
本
諸
国
絵
図
面
』『
海
道
名
勝
画
巻
』
な
ど
に
35
・
36
と
同
名
本
収
載
。

37
謡
曲
名
所
高
砂
神
社
相
生
霊
松
之
図
（
＝
内
題
）　1120043743　
〈
写
真
56
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
七
・
二
×
横
四
八
・
七
㎝
／
無
辺
／
●

　

ｄ
右
上
に
墨
書
「
播
州
高
砂
社
」（
34
ｄ
の
書
込
と
同
筆
）。

　
ｅ
内
題
と
松
の
絵
の
み
。
立
札
「
日
本
瑞
一
／
相
生
靈
松
／
う
た
ひ
の
名
所
」
を
画
き
込
む
。
33
に
朱
印
「
日
本
瑞
一
」
あ
り
（
ｅ
）。

38
高
砂
尾
上
神
社
相
生
霊
松
真
図
（
＝
内
題
）　1120043751　
〈
写
真
57
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
六
・
一
×
横
四
六
・
七
㎝
／
無
辺
／
◎

ｅ
本
文
に
「
…
…
即
ち
こ
れ
を
称
し
て
日
本
瑞
一
三
代
目
相
生
の
松
と
い
ふ
但
し
い
に
し
へ
の
枯
木
は
質
か
た
く
今
や
化
石
と
な
り
て
社

務
所
に
蔵
せ
り
」。
立
札
「
日
本
瑞
一
三
代
目
／
相
生
霊
松
／
う
た
ひ
の
名
所
」
を
画
き
込
む
。「
日
本
瑞
一
」
に
つ
い
て
、
33
・
37
の

ｅ
参
照
。

39
高
砂
尾
上
相
生
古
松
之
由
来
（
＝
内
題
）　1120043760　
〈
写
真
57
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
六
・
九
×
横
四
九
・
二
㎝
／
無
辺
／
◎

　

ｄ
内
題
下
に
墨
書
「
高
砂
尾
上
社
殿
備
品
ナ
リ
」（
34
・
37
の
ｄ
の
書
込
と
同
筆
）。

ｅ
松
の
株
の
絵
。
左
右
に
分
か
れ
た
う
ち
、
右
に
「
陰
」、
左
に
「
陽
」
と
記
載
。
雄
松
・
雌
松
各
々
の
寸
法
注
記
あ
り
。
本
文
「
抑
当
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社
は
唯
一
の
神
廟
な
り
…
…
よ
り
立
か
れ
と
な
り
今
の
松
三
代
目
相
生
の
松
な
り
」
は
、
末
尾
部
を
除
い
て
33
と
同
文
。
33
と
違
っ
て

振
り
仮
名
は
な
い
が
、
行
送
り
の
あ
り
方
も
同
一
。
ま
た
、
内
題
と
本
文
と
絵
と
寸
法
注
記
の
位
置
関
係
も
、
33
に
近
い
。

40
尾
上
の
か
ね
由
来
（
＝
内
題
）　1120043778　
〈
写
真
78
・
79
・
82
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
五
・
五
×
横
四
二
・
八
㎝
／
無
辺
／
◎

　
ｃ
末
尾
に
「
但
し
名
物
鐘
摺
扇
子
半
切
短
冊
色
紙
手
塩
渡
紙
す
り
」。

ｄ
上
端
に
朱
書
「
文
久
元
酉
歳
／
十
二
月
十
一
日
長
崎
／
帰
路
ニ
三
度
目
参
詣
」。
同
じ
く
上
端
、
上
記
書
込
の
左
に
朱
書
「
誠
に
希
代

之
鐘
ニ
而
／
此
世
界
之
品
に
は
／
不
被
思
第
壱
名
号
／
其
外
□
文
字
少
し
も
／
無
し
」。
鐘
の
絵
の
龍
頭
辺
り
を
指
し
て
朱
書
「
参
銭
入
ル

下
ヘ
落
ル
」。
右
端
中
央
に
も
朱
書
文
字
の
断
片
が
見
え
る
。

　
ｅ
中
央
に
鐘
の
絵
、
そ
の
前
後
な
ど
に
本
文
。
鐘
の
寸
法
注
記
あ
り
。

ｆ
京
女
図
Ｍ
㊳　

神
宮
文
庫
蔵
『
諸
社
寺
縁
起
並
地
図
帳
』
11　

東
洋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
寺
社
縁
起
由
来
記
』
87　

西
尾
市
岩
瀬
文

庫
蔵
『
諸
国
絵
図
面
』　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
諸
国
縁
起
由
来
記
』
10　

＊
先
掲
『
略
縁
起
集
』
に
翻
刻
と
一
部
影
印
収
載
。

41
高
砂
尾
上
霊
鐘
之
由
来
（
内
題
「
高
砂
尾
上
霊
鐘
の
由
来
」）　1120043786　
〈
写
真
58
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
九
・
五
×
横
五
五
・
〇
㎝
／
無
辺
／
◎

　

ｂ
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

ｃ
末
に
「
版
権
所
有
／
定
価
壱
銭
五
厘　

明
治
廿
六
年
三
月
廿
一
日
印
刷
／
明
治
廿
六
年
四
月
二
日
出
版
／
兵
庫
県
播
磨
国
加
古
郡
尾
上

村
ノ
内
長
田
村
尾
上
住
吉
神
社
禝
／
同
県
同
国
同
郡
尾
上
村
ノ
内
長
田
村
九
十
五
番
屋
敷
／
発
行
者
兼
印
刷
者　

好
崎
安
義
」。

ｄ
右
端
に
墨
書
「
明
治
四
十
二
年
三
月
廿
七
日
播
州
尾
上
ニ
テ
受
ケ
」。
そ
の
下
に
黒
印
「
和
田
／
安
部
喜
壽
」（
＝
18
ｃ
）。
裏
面
に
墨

書
「
尾
上
ノ
鐘
」（
上
記
書
込
と
同
筆
と
見
ら
れ
る
）。
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ｅ
40
と
同
じ
く
、
中
央
に
鐘
の
絵
、
そ
の
前
後
な
ど
に
本
文
。
本
文
末
に
「
明
治
十
八
年
天
覧
に
供
し
た
る
鐘
」。
鐘
の
寸
法
注
記
あ
り
。

　

ｆ
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
張
交
帳
』
14

42
播
磨
国
曽
禰
霊
松
の
由
来
（
＝
内
題
）　1120043794　
〈
写
真
58
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
一
・
四
×
横
四
七
・
五
㎝
／
左
右
双
辺
／
○

　

ｂ
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）

ｅ
本
文
に
「
…
…
惜
い
哉
寛
政
十
年
の
秋
霊
松
終
ニ
全
く
枯
れ
果
て
た
り
…
…
此
老
樹
の
未
た
枯
れ
さ
る
前
天
明
元
年
の
春
其
樹
の
も
と

に
自
ら
実
生
の
樹
い
て
来
て
生
た
つ
こ
と
も
い
と
早
く
爰
に
明
治
廿
八
年
ま
て
百
十
年
余
り
ニ
し
て
既
に
千
と
せ
を
経
た
る
姿
と
な
り

…
…
遠
き
国
々
の
人
々
に
も
告
け
て
此
神
松
の
幸
に
あ
は
し
め
ん
と
絵
に
写
し
梓
に
ち
り
は
め
世
に
伝
ふ
る
に
な
ん
」。「
絵
に
写
し
」

た
も
の
が
付
属
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
紙
質
等
か
ら
見
て
、
44
あ
る
い
は
43
が
そ
れ
に
相
当
す
る
か
。
道
真
手
植
と
さ
れ
る
、
高
砂
の

曽
根
天
満
宮
の
「
曽
根
の
松
」。
43
～
46
参
照
。

43
播
磨
国
曽
禰
霊
松
後
継
之
図
（
＝
内
題
）　1120043808　
〈
写
真
59
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
三
・
五
×
横
四
七
・
四
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｃ
内
題
下
に
「
再
版
寄
進　

入
江
亀
太
郎
／
入
江
辰
次
」（
＝
46
ｃ
）。

　
ｅ
後
継
松
を
中
心
に
、
そ
の
脇
に
「
古
霊
松
」（
株
の
み
）
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の
も
、
画
く
。

44
曽
禰
古
霊
松
の
図
（
＝
内
題
）　1120043816　
〈
写
真
59
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
一
・
八
×
横
四
六
・
〇
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｅ
内
題
と
絵
の
み
。
43
に
株
の
み
安
置
さ
れ
た
の
を
画
く
「
古
霊
松
」（
ｅ
）
に
相
当
す
る
か
。

45
［
播
磨
国
曽
禰
菅
公
手
植
古
霊
松
図
］（
内
題
「
播
磨
国
曽
禰
菅
公
手
植
古
霊
松
」）　1120043824　
〈
写
真
60
頁
〉
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ａ
一
枚
刷
／
縦
三
四
・
一
×
横
四
六
・
九
㎝
／
◎

　
ｅ
松
の
絵
以
外
に
、
歌
「
さ
か
え
よ
と
植
や
お
き
け
む
い
ま
も
な
を
そ
の
世
の
ま
ゝ
の
神
か
き
の
松
」
と
松
の
由
来
・
来
歴
。

46
播
磨
国
曽
禰
後
継
霊
松
真
図
（
＝
内
題
）　1120043832　
〈
写
真
60
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
四
・
〇
×
横
四
七
・
〇
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｃ
左
下
に
「
再
版
寄
進　

入
江
亀
太
郎
／
入
江
辰
次
」（
＝
43
ｃ
）。

　
ｅ
松
と
と
も
に
立
札
「
菅
公
手
植
／
後
継
之
霊
松
」
を
画
く
。
松
の
寸
法
注
記
あ
り
。

47
播
州
別
府
手
枕
霊
松
真
図
（
＝
内
題
）　1120043840　
〈
写
真
61
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
五
・
四
×
横
四
八
・
五
㎝
／
無
辺
／
●

ｅ
左
上
に
「
冨
小
路
正
三
位
貞
直
卿
御
詠
／
針
間
な
る
別
府
の
／
浦
手
枕
の
松
を
／
お
も
ひ
や
り
て
／
風
ふ
け
は
こ
か
け
も
／
浪
の
あ
ら

磯
に
／
た
れ
か
い
を
ね
し
／
手
枕
の
松
」。
松
の
寸
法
注
記
あ
り
。
播
州
別
府
住
吉
神
社
の
手
枕
の
松
。

　

ｆ
＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
日
本
諸
国
絵
図
面
』
に
収
載
。
石
川
透
氏
収
集
略
縁
起
（
23
ｆ
参
照
）。

48
播
磨
国
石
宝
殿
畧
記
（
＝
内
題
）　1120043859　
〈
写
真
61
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
六
・
七
×
横
四
九
・
三
㎝
／
四
周
双
辺
／
○

　

ｂ
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

ｃ
匡
郭
外
下
端
に
「
明
治
廿
七
年
八
月
十
七
日
印
刷
廿
日
出
版　

印
刷
発
行
者　

播
磨
国
印
南
郡
阿
弥
陀
村
ノ
内
生
石
村
生
石
神
社
社
司

同
郡
米
田
村
ノ
内
平
津
村
七
十
一
番
邸
東
政
□
」
と
あ
り
。

ｅ
大
穴
牟
遅
神
と
少
毘
古
那
神
が
一
夜
の
う
ち
に
造
っ
た
こ
と
な
ど
。
末
に「
猶
事
長
け
れ
ハ
是
に
畧
す
委
し
き
ハ
本
記
を
見
給
ふ
へ
し
」。

ｆ
京
女
図
Ｍ
㊸　

東
洋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
寺
社
略
縁
起
集
』
26　

＊
『
播
州
石
宝
殿
畧
縁
起
』（
先
掲
の
『
略
縁
起
集
成
』
第
一
巻
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や
『
社
寺
縁
起
の
研
究
』
に
翻
刻
収
載
、
京
女
図
Ｍ
㊷
）『
播
州
石
宝
殿
真
景
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
海
道
名
勝
画
巻
』
に
収
載
）

な
ど
あ
り
。

49
［
臥
龍
松
図
］（
ｅ
参
照
）　1120043867　
〈
写
真
80
・
81
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
五
・
〇
×
横
六
六
・
〇
㎝
／
無
辺
／
●

　

ｂ
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

　
ｃ
末
に
「
文
政
九
丙
戌
春
三
月
改
刻
／
松
栄
堂
」。

ｄ
右
上
に
朱
書
「
弘
化
三
丙
午
歳
六
月
廾
五
日
／
見
物
ス
」。
上
記
書
込
の
左
に
朱
書
「
備
前
国
大
内
村
之
郷
士
／
一
井
氏
庭
中
ニ
有
リ
」。

左
端
に
朱
書
「
弘
化
三
午
歳
五
月
廿
五
日
よ
り
六
月
二
日
迄
清
水
屋
新
助
方
ニ
滞
留
ス
／
坂
東
三
津
五
郎
外
大
坂
之
中
役
者
弐
人
居
合

ス
」。

　
ｅ
左
上
に
「
臥
龍
松
」
と
し
て
、
松
の
寸
法
注
記
を
載
せ
る
。
岡
山
県
和
気
郡
香
登
村
大
内
に
あ
っ
た
松
。

50
臥
龍
松
之
図
（
＝
内
題
）　1120043875　
〈
写
真
62
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
八
・
〇
×
横
七
二
・
五
㎝
／
無
辺
／
◎

　

ｂ
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

　
ｃ
本
文
末
に
「
嘉
永
庚
戌
秋
九
月
／
香
門
篤
識
印
印
／
松
翁
四
世
之
孫
一
井
惟
正
改
刻
」。

ｅ
右
上
に
、「
千
種
御
殿
／
正
三
位
有
功
」
と
し
て
「
雲
の
う
へ
に
」
歌
を
掲
載
。
刊
記
（
ｃ
）
に
見
え
る
「
一
井
」
に
つ
い
て
、
49
書

込
（
ｄ
）
の
「
備
前
国
大
内
村
之
郷
士
／
一
井
氏
」
参
照
。「
松
翁
」
は
、
松
を
植
栽
し
た
と
さ
れ
る
人
物
。
49
と
同
じ
松
。

　

ｆ
＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
備
陽
国
志
』
に
収
載
。

51
近
江
国
滋
賀
郡
唐
崎
社
霊
松
図
（
＝
内
題
）　1120043883　
〈
写
真
62
頁
〉
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ａ
一
枚
刷
／
縦
三
四
・
五
×
横
六
三
・
八
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｃ
左
下
に
朱
印
「
授
与
之
外
／
不
許
販
売
／
日
吉
社
務
／
所
出
張
印
」。

　
ｅ
内
題
と
絵
の
み
。
標
柱
「
官
幣
大
社
日
吉
神
社
摂
社
唐
崎
神
社
」
を
画
き
込
み
、
琵
琶
湖
と
対
岸
の
山
々
を
奥
に
画
く
。

52
［
神
照
寺
普
門
院
旧
跡
天
神
之
松
図
］（
内
題
等
ナ
シ
、
ｅ
参
照
）　1120043891　
〈
写
真
63
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
〇
・
七
×
横
四
五
・
四
㎝
／
四
周
単
辺
／
●

ｅ
右
上
に
「
讃
州
丸
亀
領
豊
田
郡
植
田
村
七
宝
山
神
照
寺
普
門
院
旧
跡
也
」。
左
端
に
「
天
満
宮
ア
リ
」「
四
国
遍
路
道
高
札
出
申
所
よ
り

道
法
リ
四
丁
斗
往
還
ヨ
リ
壱
丁
」。
松
の
寸
法
注
記
あ
り
。
匡
郭
外
右
端
に
「
西
」、
左
端
に
「
東
」、
上
端
に
「
南
」（
下
端
は
切
断
・

破
損
の
た
め
確
認
不
能
）。
た
だ
し
、
右
端
な
ど
切
断
さ
れ
て
い
て
、「
西
」
の
右
半
分
は
見
え
な
い
。
香
川
県
観
音
寺
市
植
田
町
に
七

宝
山
神
照
寺
普
門
院
あ
り
、
植
田
天
満
宮
が
隣
接
。
道
真
手
植
と
い
う
「
植
田
松
」
あ
り
。
安
藤
家
隆
氏
『
植
田
松
』（
霊
松
保
存
会
、

昭
2
）
参
照
。

　

ｆ
＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
日
本
諸
国
絵
図
面
』
に
収
載
。

53
［
高
野
山
両
部
曼
荼
羅
由
来
］（
内
題
等
ナ
シ
、
ｅ
参
照
）　1120043905　
〈
写
真
63
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
七
・
五
×
横
四
〇
・
二
㎝
／
四
周
単
辺
／
○

ｅ
「
高
野
山
は
両り
や
ふ

部ぶ

曼ま
ん

荼だ

の
霊れ
い

場ち
や
う

。
弘
法
大
師
禅せ
ん

定ち
や
う

の
勝し
よ
う

地ち

な
り
。
あ
り
が
た
き
由ゆ

来ら
い

。
不ふ

思し

議き

の
因い
ん

縁ね
ん

。
具つ
ぶ
さ

に
記
し
が
た
し
…
…
」

と
始
ま
る
が
、
両
部
曼
荼
羅
の
由
来
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
高
野
山
で
の
各
日
牌
・
月
牌
・
茶
牌
・
塔
婆
施
入
の
勧
め
。
本
文
末
に

「
…
…
参さ
ん

詣け
い

の
人
々
施せ

入に
う

の
様
子
を
知
ら
ず
。
国
へ
帰
り
後こ
う

悔く
わ
い

す
る
者
多
き
よ
し
。
依
て
其
様
子
を
知
ら
せ
す
ゝ
む
る
也
」。

54
［
源
長
寺
由
来
］（
内
題
等
ナ
シ
、
ｅ
参
照
）　1120043913　
〈
写
真
64
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
二
五
・
八
×
横
三
二
・
三
㎝
／
無
辺
／
○
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ｃ
末
に
「
勢
州
三
重
郡
宿
野
／
無
量
山
印
」。

ｅ
「
天
照
太
神
宮
の
御
本
地
国
府
の
弥
陀
試
の
尊
像
」
の
縁
起
な
ど
。「
太
平
山
無
量
寿
寺
」（
補
陀
落
山
府
南
寺
と
合
併
し
泰
平
山
府
南

寺
＝
鈴
鹿
市
、
国
府
阿
弥
陀
如
来
安
置
）
安
置
の
三
体
の
う
ち
一
体
を
授
与
さ
れ
た
、
と
す
る
。
長
明
寺
を
改
号
し
て
源
長
寺
と
称
し

た
と
記
し
て
、
全
体
を
結
ぶ
。
三
重
県
菰
野
町
宿
野
に
真
宗
大
谷
派
の
源
長
寺
あ
り
。

　

ｆ
中
野
猛
氏
収
集
略
縁
起
378
（［
無
量
山
源
長
寺
略
縁
起
］）

55
［
親
鸞
聖
人
植
髪
尊
像
略
縁
起
］（
内
題
「（
前
欠
か
）
略
縁
起
」）　1120043921　
〈
写
真
64
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
三
・
四
×
横
四
七
・
四
㎝
／
無
辺
／
○

　
ｅ 

「
抑
そ
も
〳
〵

親し
ん

鸞ら
ん

聖し
□
う

人に
ん

植う
□

髪か
み

尊そ
ん

像ぞ
う

の
由ゆ

来ら
い

を
尋た
つ
ね

奉
た
て
ま
つ

る
に
…
」
と
あ
り
、
親
鸞
が
青
蓮
院
で
得
度
し
た
旨
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
部
が

破
損
し
て
お
り
、
虫
損
が
著
し
い
。
京
都
青
蓮
院
に
植
髪
堂
あ
り
。

ｆ
＊
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
神
田
家
記
録
』（
石
橋
義
秀
氏
・
菊
池
政
和
氏
・
橋
本
章
彦
氏
『
略
縁
起　

資
料
と
研
究
』
3
〈
勉
誠
出
版
、

平
13
〉
に
翻
刻
・
影
印
・
解
説
〈
橋
本
氏
〉
収
載
）
に
収
載
。
中
野
猛
氏
収
集
略
縁
起
458
？

56
［
泉
州
堺
広
普
山
妙
国
寺
蘇
鉄
図
］（
ｃ
参
照
）　1120043930　
〈
写
真
65
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
九
・
〇
×
横
五
四
・
九
㎝
／
無
辺
／
●

　

ｂ
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）

ｃ
絵
の
左
上
に
「
泉
州
堺
広
普
山
妙
国
寺
」。
末
に
「
明
治
廿
五
年　

月　

日
御
届
／
同
年
同
月
同
日
印
刷　

大
阪
市
南
区
安
堂
寺
橋
通

二
丁
目
五
十
番
屋
敷
／
発
行
兼
印
刷
者　

小
牧
熊
太
郎
」。
絵
の
左
下
に
「
狩
野
晄
山
慎
信
写
之
印
」。

ｅ
蘇
鉄
の
姿
形
や
寸
法
に
つ
い
て
の
記
述
を
、
絵
の
右
に
掲
げ
る
。
蘇
鉄
と
と
も
に
「
利
休
愛
用
ス
ル
所
之
燈
籠
」
を
画
く
。
銅
版
印
刷
。

堺
市
の
広
普
山
妙
国
寺
に
あ
る
大
蘇
鉄
（
国
指
定
天
然
記
念
物
）。
信
長
が
安
土
城
に
移
植
さ
せ
た
際
に
怪
異
現
象
が
起
こ
っ
た
と
い
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う
伝
説
あ
り
、
月
岡
芳
年
『
新
形
三
十
六
怪
撰
』
に
「
蘭
丸
蘇
鉄
之
怪
ヲ
見
ル
図
」
収
載
。

　

ｆ
＊
『
摂
泉
堺
妙
国
寺
蘇
鉄
略
縁
起
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
諸
国
寺
社
縁
起
』
第
七
冊
な
ど
に
収
載
）。
京
女
図
⑿
⒀
参
照
。

57
［
摂
泉
堺
広
普
山
妙
国
寺
蘇
鉄
図
］（
ｃ
参
照
）　1120043948　
〈
写
真
80
・
81
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
五
・
七
×
横
四
八
・
八
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｃ
末
に
「
摂
泉
堺
／
広
普
山
妙
国
寺
」。
絵
の
左
下
に
「
浪
花
／
今
来
新
之
丞
春
延
／
写
之
印
」。

ｄ
右
上
に
朱
書
「
弘
化
三
丙
午
上
方
見
物
三
度
目
／
其
節
此
絵
図
求
」。
上
記
書
込
の
上
に
、
朱
筆
に
よ
る
○
印
の
左
半
分
お
よ
び
朱
筆

指
示
線
あ
り
。

　
ｅ
蘇
鉄
の
姿
形
や
寸
法
に
つ
い
て
の
記
述
（
56
、
58
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
文
）、
右
下
に
あ
り
。

　

ｆ
京
女
図
Ｎ　

＊
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
日
本
諸
国
絵
図
面
』
な
ど
に
57
あ
る
い
は
58
と
同
じ
も
の
を
収
載
。

58
［
摂
泉
堺
広
普
山
妙
国
寺
蘇
鉄
図
］（
ｃ
参
照
）　1120043956　
〈
写
真
65
頁
〉

　
ａ
一
枚
刷
／
縦
三
〇
・
九
×
横
四
六
・
八
㎝
／
無
辺
／
●

　
ｃ
末
に
「
摂
泉
堺
／
広
普
山
妙
国
寺
」。
絵
の
左
下
に
「
浪
花
／
今
来
新
之
丞
春
延
／
写
之
印
」。

ｅ
蘇
鉄
の
姿
形
や
寸
法
に
つ
い
て
の
記
述
（
56
、
57
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
文
）、
右
下
に
あ
り
。
特
に
57
と
酷
似
す
る
が
、
種
々
相
違
す
る

面
も
あ
る
。
前
後
関
係
不
明
。
印
象
と
し
て
は
58
が
先
か
。

59
天
神
縁
起
（
外
題
「
天
神
縁
記
」）　1120043964　
〈
写
真
66
頁
〉

　
ａ
大
和
綴
一
冊
・
全
二
十
一
丁
（
遊
紙
な
し
）
／
縦
二
三
・
五
×
横
一
五
・
五
㎝
／
無
辺
／
○

　

ｂ
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
写

　
ｃ
末
に
「
享
保
十
五
戌
龍
集
次
卯
月
十
二
日
写
焉
／
右
此
縁
記
寄
進
旨
趣
者
同
当
寺
之
／
鎮
守
新
也
及
レ
聞
令
受
与
者
也
／
十
世
郭
誉
」。



30
　

ｄ
前
表
紙
見
返
し
に
墨
書
「
菅
谷
村
東
光
寺
鎮
守
縁
記
／
同
村
龍
心
寺
寄
進
／
郭
誉
」。

60
明
石
名
勝
畧
記
（
＝
外
題
）　1120043972　
〈
写
真
66
頁
〉

　
ａ
仮
綴
一
冊
・
全
一
〇
丁
（
遊
紙
な
し
）
／
縦
二
三
・
四
×
横
一
五
・
七
㎝
／
無
辺
／
◎

ｅ
表
紙
に
人
麻
呂
の
「
ほ
の
〳
〵
と
」
歌
、
表
紙
見
返
し
に
順
徳
院
の
「
あ
か
し
潟
」
歌
記
載
。
表
紙
か
ら
見
返
し
ま
で
一
連
の
絵
を
画

く
。
本
文
中
に
は
挿
絵
な
し
。

　

ｆ
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
名
所
小
志
叢
』
14　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
縁
起
類
聚
』
第
七
冊
45

61
［
高
野
の
仇
討
略
図
］（
ｅ
参
照
）　1120043980　
〈
写
真
67
頁
〉

ａ
仮
綴
一
冊
・
全
四
丁
（
遊
紙
な
し
・
表
紙
欠
損
か
）
／
縦
二
四
・
五
×
横
一
六
・
五
㎝
／
無
辺
（
た
だ
し
、
最
初
の
二
丁
は
四
周
単
辺
）

／
◎

　
ｃ
末
に
「
和
歌
山
県
平
民
／
出
版
人
田
中
橋
之
助
／
紀
伊
国
伊
都
郡
／
西
郷
村
百
二
番
地
」。

　
ｅ
虫
損
多
い
。
日
本
最
後
の
仇
討
ち
と
さ
れ
る
明
治
四
年
高
野
町
神
谷
で
の
仇
討
ち
を
絵
（
最
初
の
二
丁
）
と
文
章
で
描
く
。

　

ｆ
京
女
図
Ｍ
⑯

62
安
楽
寺
安
置
天
満
宮
御
自
作
御
神
像
并
霊
宝
略
御
伝
記
（
＝
外
題
）　1120043999　
〈
写
真
67
頁
〉

　
ａ
仮
綴
一
冊
・
全
四
丁
（
遊
紙
な
し
）
／
縦
二
四
・
五
×
横
一
六
・
九
㎝
／
無
辺
／
○

　
ｃ
表
紙
左
下
に
「
北
野
天
満
宮
／
社
人
中
印
」。
末
に
「
文
亀
三
年
二
月
廿
五
日　

北
野
天
満
宮
／
社
人
中
」。

　
ｅ
「
天
満
宮
御
自
作
神
像
」「
枕
箱
観
世
音
菩
薩
」「
鳴
郭
公
之
神
宝
」
に
つ
い
て
記
す
。

　

ｆ
＊
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
蜂
谷
文
庫
『
縁
起
叢
書
』
第
九
冊
之
一
〇
（
先
掲
『
略
縁
起
集
成
』
第
二
巻
に
翻
刻
収
載
）。
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例
え
ば
、久
野
俊
彦
氏
「
一
枚
刷
り
略
縁
起
の
形
成
」（
堤
邦
彦
氏
・
徳
田
和
夫
氏
編
『
遊
楽
と
信
仰
の
文
化
学
』
森
話
社
、平
22
）
が
「
寺

社
刊
行
の
名
所
記
は
、
名
所
と
宝
物
の
由
来
を
語
る
一
枚
も
の
の
刷
り
物
で
あ
り
、
一
枚
刷
り
の
略
縁
起
の
板
行
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
っ

た
」
と
説
く
。
右
目
録
稿
を
眺
め
る
に
、
時
代
的
に
は
江
戸
後
期
以
降
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
が
、
寺
社
の
開
創
縁
起
な
ど
を
記
述

し
た
も
の
で
は
な
い
、「
名
所
と
宝
物
の
由
来
を
語
る
一
枚
も
の
の
刷
り
物
」「
寺
社
刊
行
の
名
所
記
」
と
言
う
べ
き
も
の
が
、目
に
付
く
（
寺

社
の
開
創
縁
起
や
本
尊
の
由
来
を
中
心
に
記
述
す
る
も
の
は
、
3
・
6
・
8
・
9
・
10
・
12
・
14
・
15
・
54
・
55
・
59
・
62
の
み
）。
他
の

略
縁
起
集
に
比
べ
て
、
そ
う
し
た
類
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
、
右
略
縁
起
集
の
一
つ
の
特
徴
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
中
に
は
、
霊
木
類
の
寸
法
な
ど
が
注
記
さ
れ
る
だ
け
で
、「
由
来
を
語
る
」
記
事
が
全
然
な
い
も
の
（
項
目
ａ
末
尾
に
●
印
を
付
し
た

も
の
）
も
少
な
く
な
い
し
、
さ
ら
に
極
端
な
場
合
、
内
題
と
絵
の
み
で
他
に
い
か
な
る
記
事
を
も
含
ん
で
い
な
い
（
35
・
36
・
37
・
44
・
51
）。

そ
れ
は
最
早
、「
名
所
記
」
と
も
称
し
難
く
、「
名
所
絵
」
と
言
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
後
世
の
寺
社
刊
行
の
絵
葉
書
類
に
も
由
来
な

ど
を
伝
え
る
簡
略
な
記
事
を
伴
う
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
「
名
所
記
」
や
「
名
所
絵
」
に
は
、
や
が
て
そ
う

し
た
絵
葉
書
類
へ
と
繫
が
っ
て
い
く
面
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
右
目
録
稿
を
眺
め
て
す
ぐ
に
気
付
く
の
は
、
同
じ
「
名
所
」
で
も
特
に
「
名
木
」「
霊
木
」
を
取
り
上
げ
た
も
の
が
多
数
を
占
め

る
こ
と
で
あ
る
。
集
め
ら
れ
た
「
名
木
」「
霊
木
」
は
、
小
石
川
白
山
神
社
の
旗
桜
（
1
）、
越
後
七
不
思
議
に
数
え
上
げ
ら
れ
る
三
度
栗

（
7
）
と
数
珠
掛
桜
（
22
）、
堅
神
観
音
寺
の
波
切
松
（
11
）、
大
阪
谷
町
妙
法
寺
の
加
藤
清
正
手
植
の
松
（
16
）、
山
形
県
村
山
市
と
岡
山
県

和
気
郡
の
臥
龍
松
（
20
・
49
・
50
）、
明
石
人
丸
神
社
の
盲
杖
桜
（
21
）
と
船
形
（
八
房
）
梅
（
24
）、
愛
宕
山
月
輪
寺
の
時
雨
桜
（
23
）、

近
江
唐
崎
神
社
の
一
ツ
松
（
25
～
27
・
51
）、
住
吉
難
波
屋
の
松
（
28
～
31
）、
高
砂
神
社
の
相
生
の
松
（
32
・
35
・
36
・
37
）、
高
砂
尾
上

神
社
の
相
生
（
尾
上
）
の
松
（
33
・
38
・
39
）
と
都
恋
し
き
片
枝
松
（
34
）、
播
州
曽
根
天
満
宮
の
曽
根
の
松
（
42
～
46
）、
播
州
別
府
住
吉

神
社
の
手
枕
の
松
（
47
）、
讃
州
七
宝
山
神
照
寺
普
門
院
の
植
田
松
（
52
）、
堺
市
広
普
山
妙
国
寺
の
大
蘇
鉄
（
56
～
58
）。
こ
れ
ら
「
名
木
」
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「
霊
木
」
に
つ
い
て
の
も
の
が
、
Ａ
『［
社
寺
縁
起
由
来
］』
が
収
載
す
る
略
縁
起
全
体
の
実
に
六
割
に
も
及
ん
で
い
る
。
例
え
ば
和
田
恭
幸

氏
が
「
全
く
説
明
書
の
な
い
図
だ
け
」
の
「
一
枚
刷
り
の
略
縁
起
類
」
の
う
ち
「
松
や
桜
の
名
木
、
宗
祖
一
代
に
纏
わ
る
霊
木
の
図
」
に
つ

い
て
、「
こ
れ
ら
の
量
も
、
相
当
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
枚
一
枚
を
比
較
し
て
み
る
と
、
同
じ
寺
社
板
行
の
も
の
で
も
、
別
板
や
、
相

当
に
刷
り
の
悪
い
も
の
が
多
々
あ
る
。
つ
ま
り
、
何
度
も
同
じ
版
木
で
刷
ら
れ
、
ま
た
版
木
を
変
え
て
、
ど
ん
ど
ん
板
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
」（
先
掲
『
略
縁
起
集
』
二
二
四
頁
）
と
指
摘
す
る
状
況
と
対
応
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
右
の
う
ち
唐
崎
神
社
の
一
ツ
松
や
住
吉

難
波
屋
の
松
の
場
合
な
ど
、
同
一
の
樹
木
（
元
来
の
も
の
を
受
け
継
い
だ
後
継
木
も
含
め
て
）
を
取
り
上
げ
た
別
板
の
略
縁
起
が
複
数
収
載

さ
れ
て
も
い
る
。
以
上
の
こ
と
も
ま
た
、
他
の
略
縁
起
集
に
は
見
難
い
、
大
き
な
特
徴
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
Ａ
が
い
つ
の
時
点
で
今
の

六
十
二
点
に
一
括
さ
れ
た
の
か
な
ど
、
伝
来
に
つ
い
て
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
如
上
の
特
徴
は
、
少
な
く
と
も
ど
の
時
点
か
の
収
集
者
の

関
心
あ
る
い
は
志
向
を
反
映
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

三　

巻
子
装
略
縁
起
集
に
綴
っ
た
旅
日
記
─
─
朱
筆
書
込
詮
索

　

右
の
目
録
稿
の
ｄ
の
項
目
に
掲
げ
た
通
り
、
Ａ
に
収
蔵
さ
れ
る
略
縁
起
群
に
は
、
複
数
の
書
込
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
18
［
三
井
寺
弁

慶
汁
鍋
図
］
と
41
高
砂
尾
上
霊
鐘
之
由
来
で
は
、「
明
治
四
十
二
年
四
月
一
日
江
州
大
津
三
井
寺
ニ
テ
受
ケ
」「
明
治
四
十
二
年
三
月
廿
七
日

播
州
尾
上
ニ
テ
受
ケ
」
と
、
同
じ
形
で
右
端
に
書
き
込
ま
れ
、
裏
面
に
も
同
様
に
「
弁
慶
汁
鍋
」「
尾
上
ノ
鐘
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
同
じ
く
黒
印
「
和
田
／
安
部
喜
壽
」
も
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
同
一
人
物
が
同
じ
時
期
に
求
め
て
、
同
じ
よ
う
に
書
き
込
む
な
ど
し

た
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

　

と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
十
数
点
の
略
縁
起
に
加
え
ら
れ
た
、
同
筆
と
見
ら
れ
る
朱
筆
の
書
込
で
あ
る
。
朱
筆
に
よ
る
書
込
だ
け
、

○
印
や
指
示
線
と
い
っ
た
符
号
の
類
は
除
い
て
、
改
め
て
以
下
に
掲
出
す
る
。
一
点
の
中
に
複
数
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ｘ
、
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ｙ
あ
る
い
は
ｚ
の
記
号
を
付
し
た
。
ま
た
、
試
み
に
句
読
点
を
加
え
、
年
号
に
は
西
暦
を
傍
記
し
て
お
い
た
。
な
お
、
朱
筆
書
込
を
含
ん
だ

略
縁
起
の
書
名
を
掲
げ
た
、
そ
の
下
に
は
、
前
節
に
掲
げ
た
目
録
稿
と
同
じ
く
、
同
略
縁
起
の
写
真
を
後
の
ど
の
頁
に
載
せ
た
の
か
を
、〈
写

真　

頁
〉
と
い
う
形
で
示
し
た
。

3
奥
州
金
華
山
畧
縁
起
〈
写
真
68
・
69
頁
〉

　
ｘ
「
□
□
年
中
江
戸
ニ
而
開
帳
□
。」（
内
題
下
）

　
ｙ
「
慶（
一
八
六
五
）

応
元
丑
歳
六
月
、
両
国
回
向
院
ニ
而
開
帳
。」（
末
尾
）　

4
牛
石
池
之
図
〈
写
真
70
・
71
頁
〉

　
　

「
嘉（
一
八
四
八
）

永
元
甲
歳
七
月
九
日
十
日
、
折
能
／
大
祭
礼
ニ
参
詣
。
夫
よ
り
松
嶋
見
物
ス
。」（
末
尾
部
）　

6
観
谷
山
聖
輪
寺
観
音
略
縁
起
〈
写
真
70
・
71
頁
〉

　
ｘ
「
青
山
千
駄
ヶ
谷
御
府
内
之
佛
閣
ニ
而
、
千
二
百
余
年
。」（
右
端
）

　
ｙ
「
弘（
一
八
四
五
）

化
二
巳
歳
正
月
廿
四
日
昼
八
ツ
時
、
大
風
ニ
而
青
山
鼠
穴
□
」（
左
端
）　

8
天
拝
一
光
三
尊
如
来
縁
起
〈
写
真
72
・
73
頁
〉

　
　

「
下
野
国
芳
賀
群
」（
下
端
左
）

9
紀
州
日
高
郡
道
成
寺
御
建
立
畧
縁
起
〈
写
真
72
・
73
・
82
頁
〉

　
ｘ
「
弘（
一
八
四
六
）

化
三
丙
午
歳
六
月
十
三
日
参
詣
致
候
。
其
節
頭
書
。」（
匡
郭
外
右
端
）

　
ｙ
「
弘（
一
八
四
六
）

化
三
丙
午
歳
六
月
此
か
ね
拝
シ
頭
書
」（
匡
郭
外
左
端
）

ｚ
「
当
山
ニ
て
安
珍
き
よ
姫
之
由
来
絵
巻
物
開
帳
ス
。
言
立
国
な
ま
り
ニ
て
余
程
お
も
し
ろ
し
。
／
日
高
川
よ
り
直
道
向
あ
た
り
、
小
高
き
御
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寺
石
段
あ
り
。
右
側
ニ
鐘
堂
あ
り
。
是
よ
り
／
徳
本
上
人
御
出
生
所
壱
り
半
。」（
匡
郭
外
上
端
）

11
志
州
堅
神
観
音
寺
波
切
松
図
〈
写
真
74
・
75
頁
〉

　
　

「
竹
川
町
新
兵
衛
殿
同
道
ニ
而
／
伊
勢
参
宮
。
其
節
、
志
州
渡
羽
／
日
和
山
其
外
見
物
。
帰
路
ニ
此
絵
図
／
求
。」（
左
上
角
近
く
）

13
石
山
寺
源
氏
間
紫
式
部
影
讃
〈
写
真
74
・
75
頁
〉

　
　

「
丸
屋
六
右
衛
門
泊
リ
。
名
産
う
な
ぎ
／
蒲
焼
、
大
平
ヘ
入
出
ス
。
其
外
、
な
ま
ず
／
風
味
よ
ろ
し
く
ぞ
。」（
内
題
下
）

15
摂
州
有
馬
湯
本
温
泉
寺
薬
師
如
来
畧
縁
起
〈
写
真
76
・
77
頁
〉

　
ｘ
「
弘（
一
八
四
六
）

化
三
丙
午
歳
六
月
廿
八
日
よ
り
七
月
二
日
迄
□
留
ス
。
此
所
ヨ
リ
八
丁
ニ
而
／
つ
ゝ
み
が
た
き
あ
り
。」（
右
端
）

　
ｙ
「
嘉（
一
八
四
八
）

永
元
甲
歳
七
月
十
四
日
参
詣
ス
。
是
よ
り
十
八
里
程
大
海
。
渡
之
波
ヘ
乗
ル
。」（
左
端
）　

17
［
三
井
寺
靈
鐘
之
図
］〈
写
真
76
・
77
頁
〉　

「（
一
八
四
六
）

弘
化
三
年
六
月
参
詣
ス
。
其
節
頭
書
。
／
当
処
よ
り
日
高
川
一
リ
程
有
リ
。
是
よ
り
一
リ
半
程
ニ
て
／
徳
本
上
人
出
生
地
有
リ
。」（
匡
郭

外
上
部
）

19
三
井
寺
鐘
由
来
〈
写
真
78
・
79
頁
〉

　
「
天（
一
八
三
八
）

保
九
戊
歳
、
予
十
九
歳
之
節
、
／
始
而
上
方
見
物
ス
。」（
匡
郭
外
左
）

40
尾
上
の
か
ね
由
来
〈
写
真
78
・
79
・
82
頁
〉

　
ｘ
「
文（
一
八
六
一
）

久
元
酉
歳
／
十
二
月
十
一
日
、
長
崎
／
帰
路
ニ
三
度
目
参
詣
。」（
上
端
）　

　
ｙ
「
誠
に
希
代
之
鐘
ニ
而
、
／
此
世
界
之
品
に
は
／
不
被
思
。
第
壱
名
号
／
其
外
□
文
字
少
し
も
／
無
し
。」（
ｘ
の
左
）　

　
ｚ
「
参
銭
入
ル
。
下
ヘ
落
ル
。」（
鐘
の
絵
の
龍
頭
近
く
を
指
し
て
）

49
［
臥
龍
松
図
］〈
写
真
80
・
81
頁
〉　
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ｘ
「
弘（
一
八
四
六
）

化
三
丙
午
歳
六
月
廾
五
日
／
見
物
ス
。」（
右
上
隅
近
く
）

　
ｙ
「
備
前
国
大
内
村
之
郷
士
／
一
井
氏
庭
中
ニ
有
リ
。」（
ｘ
の
左
）

　
ｚ
「
弘（
一
八
四
六
）

化
三
午
歳
五
月
廿
五
日
よ
り
六
月
二
日
迄
、清
水
屋
新
助
方
ニ
滞
留
ス
。
／
坂
東
三
津
五
郎
外
大
坂
之
中
役
者
弐
人
居
合
ス
。」（
左
端
）

57
［
摂
泉
堺
広
普
山
妙
国
寺
蘇
鉄
図
］〈
写
真
80
・
81
頁
〉　

　
　

「
弘（
一
八
四
六
）

化
三
丙
午
、
上
方
見
物
三
度
目
。
／
其
節
此
絵
図
求
。」（
右
上
）　

　

こ
れ
ら
朱
筆
の
書
込
は
同
筆
で
あ
っ
て
、
同
一
人
物
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
9
紀
州
日
高
郡
道
成
寺
御
建
立
畧
縁
起
の
書

込
ｘ
に
「
…
…
参
詣
致
候
。
其
節
頭
書
」（
後
掲
写
真
73
頁
右
下
）、
11
志
州
堅
神
観
音
寺
波
切
松
図
に
「
…
…
志
州
渡
羽
日
和
山
其
外
見
物
。

帰
路
ニ
此
絵
図
求
。」（
後
掲
写
真
75
頁
左
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
参
詣
」「
見
物
」
の
旅
に
出
か
け
現
地
に
赴
い
て
略
縁
起
を
入
手
し
た
人

物
が
、
次
々
に
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
た
だ
、
3
奥
州
金
華
山
畧
縁
起
の
場
合
、「
…
…
両
国
回
向
院
ニ
而
開
帳
」（
後
掲

写
真
69
頁
左
下
）
と
書
き
込
ん
で
い
る
の
で
、
現
地
と
言
っ
て
も
、
奥
州
金
華
山
で
な
く
両
国
回
向
院
で
の
出
開
帳
に
赴
い
た
際
に
入
手
し

た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
40
尾
上
の
か
ね
由
来
の
書
込
ｙ
（
後
掲
写
真
79
頁
左
下
）
の
四
行
目
は
、
い
ず
れ
の
文
字
も
中
央
部
が
縦
に
細
長
く

欠
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
折
り
目
に
ま
た
が
っ
て
、
そ
の
上
に
書
き
込
ん
だ
結
果
で
あ
ろ
う
。
当
初
よ
り
折
り
畳
ま
れ
て
い
た
略
縁
起
を

開
い
て
書
き
込
ん
だ
の
か
、
入
手
後
に
折
り
畳
ん
で
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
書
き
込
ん
だ
の
か
は
、
不
明
。
ま
た
、
朱
筆
書
込
の
見
ら
れ
る

略
縁
起
に
は
、
3
・
6
・
8
・
9
・
15
の
よ
う
に
絵
を
伴
わ
ず
縁
起
記
事
ば
か
り
で
満
た
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
11
や
17
・
49
・
57
の
よ

う
に
縁
起
記
事
の
な
い
名
所
絵
と
い
う
べ
き
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
が
特
に
区
別
な
く
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

年
記
が
見
え
る
書
込
の
う
ち
で
年
代
上
最
も
遡
る
の
が
、
19
三
井
寺
鐘
由
来
の
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
も
の
で
、
書
込
者
が
十
九
歳

に
て
最
初
の
上
方
見
物
に
出
か
け
た
際
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
書
込
者
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
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最
も
遅
い
の
は
、
右
に
触
れ
た
3
の
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
書
込
で
、
そ
の
時
点
に
は
、
書
込
者
は
四
十
歳
代
後
半
に
な
っ
て
い
よ
う
。

ま
た
、
57
［
摂
泉
堺
広
普
山
妙
国
寺
蘇
鉄
図
］
に
見
え
る
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
書
込
に
「
上
方
見
物
三
度
目
」（
後
掲
写
真
81
頁
下
）

と
あ
る
の
で
、
天
保
九
年
以
降
の
約
八
年
間
に
三
度
、「
上
方
見
物
」
に
出
か
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
出
か
け
て
い
る
先
は
、
そ
の
上
方

の
辺
り
が
中
心
だ
が
、
他
に
は
江
戸
や
奥
州
方
面
が
目
に
付
く
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
年
記
が
殊
に
多
く
見
え
、
前
後
の
弘
化
二
年

と
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
の
年
記
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
に
特
に
頻
繁
に
出
か
け
て
い
た
の
か
、そ
の
時
期
の
も
の
が
偶
然
に
ま
と
ま
っ

て
当
該
一
括
資
料
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、
い
ず
れ
か
な
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
書
込
者
が
い
か
な
る
人
物
か
は
不
明
だ
が
、
40
の
文

久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
書
込
ｘ
に
「
長
崎
帰
路
ニ
三
度
目
参
詣
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
同
時
点
に
は
長
崎
に
在
住
し
た

人
物
か
。
あ
る
い
は
、
当
初
よ
り
長
崎
に
居
住
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
人
物
に
と
っ
て
、
先
述
通
り
約
八
年
間
で
上
方
見

物
三
度
と
い
う
の
は
、
決
し
て
不
自
然
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

　

特
に
15
摂
州
有
馬
湯
本
温
泉
寺
薬
師
如
来
畧
縁
起
の
書
込
に
注
意
さ
れ
る
。
右
端
に
ｘ
、
左
端
に
ｙ
と
、
両
端
に
書
込
が
見
ら
れ
る
（
後

掲
写
真
76
・
77
頁
参
照
）。
ｘ
の
中
の
「
つ
ゝ
み
が
た
き
」（
鼓
が
滝
）
は
、
有
馬
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
し
、
ｙ
の
中
の
「
是
よ
り
十
八

里
程
大
海
」
と
い
う
の
も
、
有
馬
か
ら
瀬
戸
内
海
岸
ま
で
の
距
離
と
し
て
は
長
過
ぎ
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
瀬
戸
内
海
岸
と
言
っ
て
も
例
え

ば
姫
路
方
面
な
ら
ば
、お
よ
そ
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、ｘ
が
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
逗
留
、ｙ
が
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

の
参
詣
を
そ
れ
ぞ
れ
記
す
、
そ
の
年
代
上
の
差
異
は
理
解
し
難
い
。
そ
の
間
ず
っ
と
有
馬
に
逗
留
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
無
論
な
く
、

ｘ
の
方
に
、
弘
化
三
年
の
六
月
二
十
八
日
～
七
月
二
日
の
逗
留
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
も
い
る
。
15
に
同
居
す
る
、
こ
の
ｘ
・
ｙ
の

二
つ
の
書
込
を
、
ど
う
理
解
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

右
端
の
ｘ
は
二
行
に
亘
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
第
一
行
の
各
文
字
は
い
ず
れ
も
、
左
半
分
が
見
え
る
だ
け
で
右
半
分
が
見
え

な
い
。
宛
も
文
字
列
の
中
央
部
に
定
規
を
当
て
て
右
半
分
を
切
り
捨
て
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
料
紙
が
切
断
さ
れ
た
結
果
、
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右
半
分
が
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。
例
え
ば
10
［
紀
伊
国
日
高
郡
天
音
山
道
成
寺
縁
起
］
で
も
、
左
右
両
端
に
そ
れ
ぞ
れ

「
紀
伊
国
日
高
郡
」「
天
音
山
道
成
寺
」
と
印
字
さ
れ
て
い
る
う
ち
、
前
者
は
各
文
字
の
右
端
部
分
少
々
、
後
者
は
各
文
字
の
左
端
部
分
少
々

が
、
料
紙
の
左
右
両
端
の
と
こ
ろ
で
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
（
後
掲
写
真
45
頁
）。
こ
の
場
合
は
、
何
ら
か
の
事
情
あ
っ
て
、
い
く
ら
か
文

字
列
に
掛
か
っ
て
料
紙
の
両
端
が
切
り
落
と
さ
れ
て
、
そ
れ
で
左
右
の
文
字
の
一
部
が
そ
れ
ぞ
れ
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
に
違
い
あ
る
ま
い
。

15
の
場
合
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
。
右
端
の
書
込
ｘ
の
文
字
が
定
規
を
当
て
て
右
半
分
が
切
り
捨
て
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
左
半
分
だ
け
が
見

え
て
い
る
、
そ
の
右
側
に
、
ま
だ
料
紙
が
数
㎜
ほ
ど
の
幅
に
亘
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
料
紙
が
切
断
さ
れ
た
の
に
伴
っ
て
文

字
列
の
右
半
分
が
失
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
上
の
こ
と
か
ら
想
定
さ
れ
る
の
は
、
約
数
㎜
分
を

糊
代
と
し
て
、
そ
こ
に
別
の
紙
の
左
端
が
上
側
に
な
る
よ
う
に
貼
り
合
わ
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
接
ぎ
目
に
両
紙
に
ま
た
が
る
形
で
書
込
が
な

さ
れ
た
あ
と
、
糊
が
剥
が
れ
た
結
果
、
定
規
を
当
て
て
切
り
落
と
さ
れ
た
か
の
如
く
、
文
字
列
の
右
半
分
が
欠
け
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　

15
に
見
ら
れ
る
書
込
の
う
ち
、
右
の
右
端
の
書
込
ｘ
だ
け
で
な
く
左
端
の
書
込
ｙ
の
方
も
、
よ
く
見
る
と
、「
程
大
海
」
の
三
文
字
あ
た

り
の
左
端
が
わ
ず
か
に
欠
け
て
い
る
（
後
掲
写
真
77
頁
左
下
）
こ
と
に
気
付
く
。
15
の
左
側
に
も
別
の
紙
が
、
そ
ち
ら
の
紙
の
糊
代
が
下
側

に
な
る
よ
う
に
重
ね
合
わ
せ
て
貼
り
接
が
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
接
ぎ
目
に
わ
ず
か
に
掛
か
る
形
で
書
き
込
ま
れ
て
い
て
、
糊
が
後
に

剥
が
れ
た
結
果
、
文
字
の
左
端
が
わ
ず
か
に
欠
け
た
の
だ
ろ
う
。
結
局
、
右
側
だ
け
で
な
く
15
の
両
端
に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
紙
が
貼
付
さ
れ
て

い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
い
か
な
る
も
の
が
貼
付
さ
れ
て
い
た
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
略
縁
起
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

左
端
の
書
込
ｙ
の
一
文
字
目
「
嘉
」
の
上
方
に
、
同
じ
朱
筆
に
よ
る
ら
し
い
○
印
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
料
紙
の
左
端
へ
と
引
か
れ
た
、
や

は
り
朱
筆
に
よ
る
線
が
い
く
ら
か
見
ら
れ
る
（
後
掲
写
真
76
頁
）。
同
様
の
○
印
ま
た
は
そ
の
一
部
は
、
8
の
書
込
、
9
の
書
込
ｚ
、
57
の

書
込
の
各
一
文
字
目
の
上
方
に
も
見
ら
れ
る
（
後
掲
写
真
73
頁
上
・
同
右
下
、
81
頁
下
）。
書
込
の
始
ま
り
を
示
す
記
号
な
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
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57
の
書
込
の
場
合
、
15
の
書
込
ｙ
と
同
じ
く
上
方
の
○
印
か
ら
左
方
へ
と
朱
線
が
引
か
れ
て
も
い
る
。
8
の
書
込
の
上
方
の
○
印
か
ら
も
朱

線
が
延
び
て
い
る
し
、
3
の
内
題
の
上
方
に
も
、
料
紙
右
端
上
か
ら
本
文
一
行
目
行
頭
へ
と
引
か
れ
た
朱
線
が
見
ら
れ
る
（
後
掲
写
真
69
頁

右
上
）。
ど
れ
に
対
す
る
書
込
で
あ
る
の
か
を
示
す
線
な
の
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
15
の
書
込
ｙ
は
、
15
に
対
す
る
書
込
で
は
な
く
て
、
朱

筆
指
示
線
が
指
し
示
す
よ
う
に
、
15
の
左
側
に
貼
り
接
が
れ
て
い
た
別
の
略
縁
起
に
対
す
る
書
込
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
15
の
右

端
の
書
込
ｘ
の
上
方
に
も
朱
筆
に
よ
る
指
示
線
が
、
や
は
り
糊
代
分
と
見
ら
れ
る
数
㎜
分
ほ
ど
を
残
し
た
料
紙
右
端
か
ら
、
本
文
一
行
目
の

行
頭
付
近
へ
と
引
か
れ
て
い
る（
後
掲
写
真
77
頁
右
上
）。書
込
ｘ
は
、右
側
に
貼
り
接
が
れ
て
い
た
別
の
略
縁
起
と
の
貼
り
接
ぎ
箇
所
に
亘
っ

て
書
き
込
ま
れ
た
、
こ
ち
ら
は
ま
さ
に
15
に
対
す
る
書
込
に
違
い
な
か
ろ
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ｘ
と
ｙ
は
、
15
に
同
居
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
別
々
の
略
縁
起
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
書
込
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
両
者
の
年
号
に
差
異
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

15
以
外
の
略
縁
起
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
点
検
・
観
察
し
て
み
る
。

　

1
小
石
川
白
山
境
内
旗
桜
之
由
来
に
は
朱
筆
で
書
き
込
ま
れ
た
文
字
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
本
節
冒
頭
に
改
め
て
掲
げ
た
り
し
て
は
い

な
い
が
、
注
意
深
く
観
察
す
る
に
、
そ
の
左
上
の
隅
の
方
に
朱
筆
に
よ
る
○
印
の
断
片
ら
し
き
も
の
が
見
ら
れ
る
（
後
掲
写
真
69
頁
左
上
）。

こ
れ
は
、
こ
の
1
の
左
側
に
貼
り
接
が
れ
て
い
た
別
の
略
縁
起
に
つ
い
て
の
書
込
の
始
ま
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。
書
込
自
体
は
、

左
側
に
接
が
れ
た
別
の
略
縁
起
の
右
端
に
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
始
ま
り
を
示
す
○
印
だ
け
が
、
1
の
料
紙
に
一
部
掛
か
っ
て
記
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
。
13
石
山
寺
源
氏
間
紫
式
部
影
讃
で
は
、
右
端
か
ら
数
㎜
内
側
に
文
字
の
左
端
の
ほ
ん
の
一
部
が
上
か
ら
下
ま
で
断
片
的
に
見
ら
れ
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
の
上
方
に
は
、
内
題
の
左
側
へ
と
向
か
う
朱
筆
の
指
示
線
が
引
か
れ
て
い
る
（
後
掲
写
真
75
頁
上
）。
こ
の
13
に
は
、
内
題

下
に
書
込
が
見
え
る
が
（
同
右
下
）、
恐
ら
く
は
そ
れ
へ
と
続
く
書
込
が
、
右
側
に
貼
り
接
が
れ
て
い
た
別
の
略
縁
起
の
左
端
か
ら
貼
り
接

ぎ
箇
所
に
か
け
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
40
尾
上
の
か
ね
由
来
の
右
端
の
七
㎜
ほ
ど
内
側
に
も
同
様
に
、
朱
筆
に
よ
る
文
字
の
左
端
の

断
片
が
見
え
る
（
後
掲
写
真
79
頁
右
下
、
82
頁
）。
や
は
り
、
右
側
に
別
の
略
縁
起
が
貼
り
接
が
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
書
込
が
な
さ
れ
て
い
て
、
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糊
が
剥
が
れ
た
結
果
、
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
に
触
れ
た
57
［
摂
泉
堺
広
普
山
妙
国
寺
蘇
鉄
図
］
の
書
込
の
上

方
の
○
印
も
、
料
紙
右
端
か
ら
数
㎜
内
側
の
と
こ
ろ
で
右
半
分
が
欠
け
た
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
57
の
右
側
に
も
別
の
略
縁
起
が
貼
り

接
が
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
6
観
谷
山
聖
輪
寺
観
音
略
縁
起
の
書
込
ｙ
と
9
紀
州
日
高
郡
道
成
寺
御
建
立
畧
縁
起
の
書
込
ｙ

は
、
い
ず
れ
も
料
紙
の
左
端
に
あ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
文
字
の
う
ち
の
一
部
は
、
左
端
が
わ
ず
か
に
欠
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
後
掲

写
真
71
頁
左
上
・
同
下
、
73
頁
左
上
、
82
頁
）。
こ
れ
ら
6
と
9
の
左
側
に
も
別
の
略
縁
起
が
貼
り
接
が
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

右
に
確
認
し
て
き
た
通
り
、
書
込
者
に
よ
っ
て
略
縁
起
が
左
右
に
貼
り
接
が
れ
、
そ
の
接
ぎ
目
に
左
右
両
者
に
ま
た
が
る
形
で
書
込
が
な

さ
れ
て
い
た
、
そ
の
痕
跡
と
見
ら
れ
る
も
の
が
、
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
い
う
操
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
示
す
決
定
的
証
拠
を
、
提
示
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
右
に
取
り
上
げ
た
う
ち
、
9
を
右
に
、
40
を
左
に
し
て
、
両
者
並
べ
る
と
、

9
の
左
端
の
書
込
ｙ
の
文
字
列
の
左
端
が
わ
ず
か
に
欠
け
て
い
る
の
と
、
40
の
料
紙
の
右
端
か
ら
七
㎜
ほ
ど
内
側
に
見
え
る
文
字
の
左
側
の

断
片
と
が
、
ぴ
た
り
と
符
合
す
る
の
で
あ
る
（
後
掲
写
真
82
頁
）。
40
の
料
紙
の
右
端
七
㎜
ほ
ど
を
糊
代
と
し
て
、
40
の
右
端
の
上
に
9
の

左
端
を
重
ね
る
形
で
両
者
が
貼
り
合
わ
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
書
込
者
は
確
か
に
、
入
手
し
た
一
枚
刷
の
略
縁
起
を
横
長
に
連
ね
、
そ

の
上
に
朱
筆
で
書
き
込
む
、
と
い
う
操
作
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

編
『
日
本
諸
国
絵
図
面
』
は
、
一
枚
刷
の
略
縁
起
を
、
上
巻
に
は
六
十
一
点
、
下
巻
に
は
五
十
三
点
、
そ
れ
ぞ
れ
横
長
に
貼
り
接
い
で
、
二

巻
の
巻
子
本
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
同
文
庫
所
蔵
の
幕
末
期
『
海
道
名
勝
画
巻
』
や
明
治
十
二
年
以
降
『
親
鸞
聖
人
越
後
旧
蹟
略
縁

起
』
も
、
一
枚
刷
略
縁
起
を
貼
り
接
い
で
巻
子
本
に
し
て
い
る
。
以
上
、
同
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
。
右
の
朱
筆
書
込
者
も
、

収
集
し
た
略
縁
起
を
、
こ
れ
ら
巻
子
装
略
縁
起
集
と
同
様
に
巻
子
本
に
装
訂
し
て
整
理
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

8
天
拝
一
光
三
尊
如
来
縁
起
の
書
込
は
、
他
の
書
込
と
違
い
料
紙
の
下
端
に
文
字
が
横
倒
し
に
な
っ
た
形
で
見
ら
れ
、
や
は
り
料
紙
を
一

㎝
近
く
残
し
て
切
断
さ
れ
た
よ
う
に
ど
の
文
字
も
左
側
が
三
分
の
一
ほ
ど
欠
け
て
い
る
（
後
掲
写
真
73
頁
上
）。
そ
れ
は
、
略
縁
起
の
料
紙
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を
横
転
さ
せ
横
長
に
貼
り
接
い
だ
う
え
で
書
込
を
加
え
る
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
で
は
、
ど
の
略
縁
起
と
ど
の
略
縁
起
を

貼
り
接
ぐ
の
か
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
法
則
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
左
側
に
貼
り
継
が
れ
た
40
と
の
接
ぎ
目
に
掛
か
っ
て
施
さ
れ
た
9
の
左
端

の
書
込
ｙ
「
弘
化
三
丙
午
歳
六
月
此
か
ね
拝
シ
頭
書
」
は
、
40
尾
上
の
か
ね
由
来
の
方
に
つ
い
て
の
書
込
と
覚
し
く
、
40
が
入
手
さ
れ
、
そ

こ
に
見
ら
れ
る
書
込
の
う
ち
恐
ら
く
は
ｙ
や
ｚ
が
記
さ
れ
た
の
が
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
六
月
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
の

9
の
書
込
ｙ
自
体
は
、
そ
れ
ら
40
の
書
込
ｙ
や
ｚ
か
ら
ど
の
程
度
か
時
間
を
経
過
し
て
9
と
40
が
貼
り
接
が
れ
た
あ
と
に
加
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
40
の
ｙ
や
ｚ
と
は
墨
色
も
若
干
異
な
る
。
40
に
存
す
る
も
う
一
つ
の
書
込
ｘ
は
、
そ
の
記
述
に
よ
る
に
、
貼
り
接
が
れ
る
前
か

後
か
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
三
度
目
に
参
詣
し
た
際
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
ら
し
い
。
一
方
、
9
の
右
端
の
書
込
ｘ
こ
そ
が
9
に
つ

い
て
の
も
の
で
、
9
が
弘
化
三
年
六
月
十
三
日
の
参
詣
に
際
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
が
、
そ
の
9
と
、
右
の
通
り
も
と

も
と
弘
化
三
年
六
月
時
点
の
も
の
で
あ
る
40
と
が
貼
り
接
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
15
に
は
先
に
見
た
通
り
、
左
右
両
端
に
書
込
が

あ
っ
て
、
右
端
の
書
込
ｘ
は
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
六
月
二
十
八
日
～
七
月
二
日
に
有
馬
に
逗
留
し
た
こ
と
な
ど
を
記
述
し
た
、
こ
の

15
に
対
す
る
書
込
、
左
端
の
書
込
ｙ
は
、
15
の
左
側
に
貼
り
接
が
れ
て
い
た
別
の
略
縁
起
に
関
し
て
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
七
月
十
四

日
に
参
詣
し
た
こ
と
な
ど
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
お
よ
そ
入
手
し
た
順
に
貼
り
接
い
で
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
よ

う
か
（
前
者
の
事
例
に
は
「
鐘
」
つ
な
が
り
と
い
う
面
も
あ
ろ
う
が
）。

　

17
［
三
井
寺
霊
鐘
之
図
］
は
縦
長
の
も
の
だ
が
、
そ
れ
を
横
長
に
し
て
右
端
部
に
書
込
を
加
え
て
い
る
（
後
掲
写
真
76
頁
下
、
77
頁
下
）。

そ
の
書
込
の
二
行
目
に
「
当
処
よ
り
日
高
川
一
リ
程
有
リ
」
と
見
え
る
。
三
井
寺
か
ら
「
一
リ
」
の
範
囲
に
「
日
高
川
」
は
見
当
た
ら
ず
、「
当

処
」
は
三
井
寺
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
続
い
て
「
是
よ
り
一
リ
半
程
ニ
て
徳
本
上
人
出
生
地
有
リ
」
と
記
す
「
徳
本
上
人
」
は
、

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
紀
伊
日
高
郡
志
賀
に
て
誕
生
し
て
お
り
、
徳
本
七
回
忌
の
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
始
ま
る
誕
生
院
が
、
同

地
に
所
在
し
て
い
る
。
日
高
郡
に
あ
る
そ
こ
は
、
当
然
、
日
高
川
に
も
近
い
。「
当
処
」「
是
」
は
、
紀
伊
の
日
高
郡
あ
た
り
を
指
し
て
い
る
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に
違
い
な
い
。
書
込
の
一
行
目
に
「
参
詣
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
同
地
域
の
寺
社
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
寺
社
の
略
縁
起
が
、
横
長
に
置

い
た
17
の
右
側
に
貼
り
接
が
れ
て
い
て
、
上
記
の
書
込
は
、
貼
り
接
ぎ
後
に
同
略
縁
起
に
つ
い
て
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
う
言
え
ば
、
9
紀
州
日
高
郡
道
成
寺
御
建
立
畧
縁
起
の
書
込
ｚ
に
、「
日
高
川
」
か
ら
道
成
寺
ま
で
の
道
程
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
是

よ
り
徳
本
上
人
御
出
生
所
壱
り
半
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
17
の
書
込
の
先
引
部
「
是
よ
り
一
リ
半
程
ニ
て
徳
本
上
人
出
生
地
有
リ
」

と
ま
さ
に
合
致
し
て
い
る
。「
当
処
」「
是
」
は
、
日
高
郡
の
道
成
寺
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
17
の
書
込
の
一
行
目
「
弘
化
三
年
六

月
参
詣
ス
」
も
9
の
書
込
ｘ
の
「
弘
化
三
丙
午
歳
六
月
十
三
日
参
詣
致
候
」
と
一
致
す
る
の
で
、
書
込
者
が
道
成
寺
に
参
詣
し
て
9
を
入
手

し
た
の
と
同
じ
弘
化
三
年
六
月
に
道
成
寺
に
て
入
手
し
た
別
の
略
縁
起
が
、
17
の
右
側
に
貼
り
接
が
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
17
［
三

井
寺
霊
鐘
之
図
］
と
一
連
の
も
の
に
19
三
井
寺
鐘
由
来
が
あ
っ
て
、
そ
の
書
込
（
後
掲
写
真
79
頁
右
上
）
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
、
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）
に
十
九
歳
の
書
込
者
が
初
め
て
上
方
見
物
し
た
際
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
17
も
、
19
と
同
時
に
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
時
間
的
に
随
分
と
隔
た
っ
た
、
そ
の
17
と
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
入
手
の
も
の
を
貼

り
接
い
だ
こ
と
に
な
り
、
い
か
に
も
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
（
や
は
り
「
鐘
」
つ
な
が
り
と
い
う
面
は
あ
る
が
）。

　

9
は
、
40
の
右
側
に
貼
り
接
が
れ
て
い
た
こ
と
が
、
先
述
通
り
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
確
か
に
弘
化
三
年
に
道
成
寺
に
て
入
手
さ
れ
た
も

の
で
は
あ
る
が
、
右
の
17
の
右
側
に
接
が
れ
て
い
た
可
能
性
は
な
い
。
ま
た
、
仮
に
両
者
が
左
右
に
貼
り
接
が
れ
て
い
た
の
な
ら
、
右
に
確

認
し
た
よ
う
な
同
じ
内
容
の
記
事
が
両
者
に
重
ね
て
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
17
の
右
側
に
接
が
れ
た
道

成
寺
の
略
縁
起
の
候
補
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
の
が
、
10
［
紀
伊
国
日
高
郡
天
音
山
道
成
寺
縁
起
］
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
全
く
書
込
が
見

ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
17
を
横
長
に
置
い
た
場
合
、
10
と
17
は
、
縦
の
寸
法
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
も
い
る
。
17
の
右
側
に
は
、
こ
の
10
が
貼
り

接
が
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
、
そ
も
そ
も
Ａ
の
六
十
二
点
の
う
ち
の
ど
れ
だ
け
が
朱
筆
書
込
者
の
手
許
に
あ
っ
た
の
か

さ
え
不
明
で
、
か
つ
バ
ラ
バ
ラ
状
態
と
化
し
た
今
と
な
っ
て
は
、
貼
り
接
ぎ
の
あ
り
方
を
完
全
に
解
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
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そ
れ
は
そ
う
と
、
書
込
の
内
容
と
し
て
は
、
4
の
書
込
や
49
の
書
込
ｘ
の
よ
う
な
参
詣
ま
た
は
見
物
に
つ
い
て
の
行
動
記
録
、
6
の
書
込

ｘ
や
9
の
書
込
ｚ
の
よ
う
な
参
詣
（
見
物
）
対
象
に
関
す
る
情
報
記
録
、
11
の
書
込
や
57
の
書
込
の
よ
う
な
略
縁
起
の
入
手
事
情
な
ど
が
、

中
心
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
や
や
異
色
の
内
容
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

13
石
山
寺
源
氏
間
紫
式
部
影
讃
に
は
、
当
該
略
縁
起
の
入
手
先
で
あ
る
は
ず
の
石
山
寺
へ
の
参
詣
に
つ
い
て
や
、
同
寺
に
所
在
す
る
源
氏

間
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
宿
泊
先
に
つ
い
て
書
き
込
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
記
述
し
て
い
る
の
は
、
宿
泊
先
の
丸
屋
六
右
衛
門
で
出
さ
れ
た

料
理
の
中
身
「
う
な
ぎ
蒲
焼
」「
な
ま
ず
」
や
そ
れ
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。
13
の
略
縁
起
そ
の
も
の
と
直
接
関
係
し
な
い
、
旅
先
に
お
け

る
体
験
覚
書
と
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
49
［
臥
龍
松
図
］
の
場
合
、
書
込
ｘ
は
臥
龍
松
見
物
の
行
動
記
録
、
書
込
ｙ
は
見
物
対
象

で
あ
る
臥
龍
松
に
関
す
る
情
報
記
録
で
あ
る
が
、
左
端
の
書
込
ｚ
は
、
臥
龍
松
自
体
や
こ
の
49
と
は
直
接
関
係
し
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
六
月
二
十
五
日
に
臥
龍
松
を
見
物
し
た
の
よ
り
も
一
箇
月
ほ
ど
前
、
五
月
二
十
五
日
～
六
月
二
日
に
滞
在
し
た

先
で
、
坂
東
三
津
五
郎
（
天
保
三
年
〈
一
八
三
二
〉
に
襲
名
し
た
四
代
目
坂
東
三
津
五
郎
か
）
ら
大
坂
の
中
役
者
二
人
と
居
合
わ
せ
た
と
記

す
。
も
し
か
す
る
と
、
49
で
な
く
て
、
49
の
左
側
に
貼
り
接
が
れ
た
別
の
略
縁
起
に
つ
い
て
の
書
込
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
や
は
り
、
略
縁
起
そ
の
も
の
と
は
関
係
し
な
い
旅
先
で
の
体
験
覚
書
と
い
っ
た
類
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
9
の
書
込
ｚ
は
基
本
的

に
は
、
道
成
寺
と
い
う
参
詣
（
見
物
）
対
象
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に
関
す
る
情
報
を
書
き
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
中
で
、
道
成

寺
で
の
絵
巻
に
よ
る
絵
解
き
に
つ
い
て
な
の
だ
ろ
う
、「
言
立
国
な
ま
り
ニ
て
余
程
お
も
し
ろ
し
」
と
感
想
め
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
は
、

略
縁
起
の
内
容
と
深
く
関
わ
っ
た
も
の
だ
が
、
情
報
記
録
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
上
記
の
場
合
と
同
様
の
体
験
覚
書
の
類

で
あ
る
と
も
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
書
込
は
、
参
詣
（
見
物
）
記
録
や
参
詣
（
見
物
）
対
象
に
関
す
る
情
報
記
録
、
あ
る
い
は
略
縁
起
入
手
事
情
と
い
っ
た
範
疇
を

逸
脱
し
て
、
略
縁
起
そ
の
も
の
か
ら
遊
離
し
が
ち
の
、
よ
り
自
由
な
旅
先
体
験
覚
書
へ
と
一
歩
踏
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
長
年
に
亘
っ
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て
旅
先
で
求
め
て
き
た
略
縁
起
を
次
々
と
貼
り
接
ぎ
巻
子
本
に
仕
立
て
つ
つ
、
略
縁
起
と
直
結
し
た
参
詣
（
見
物
）
記
録
な
ど
だ
け
で
は
な

い
、
右
の
よ
う
な
書
込
を
も
加
え
て
い
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
最
早
、
収
集
し
た
略
縁
起
を
巻
子
本
に
整
理
し
た
巻
子
装
略
縁
起
集
と
い
う

だ
け
の
も
の
に
止
ま
ら
ず
、
略
縁
起
を
契
機
と
し
略
縁
起
を
利
用
し
て
綴
っ
た
旅
日
記
と
い
う
に
相
応
し
い
側
面
を
有
す
る
に
至
っ
て
い
る

の
だ
と
言
え
よ
う
。
文
政
二
年
生
ま
れ
の
一
人
の
名
も
知
れ
な
い
人
物
に
よ
る
も
の
だ
が
、
略
縁
起
と
い
う
も
の
の
享
受
の
、
一
つ
の
興
味

深
い
あ
り
方
を
、
そ
こ
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

小
稿
は
、
本
学
大
学
院
修
士
課
程
一
回
生
対
象
の
二
〇
一
九
年
度
授
業
「
中
世
文
学
演
習
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
」
の
中
で
、
担
当
者
の
中
前
と
受
講

者
の
千
葉
と
が
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
の
協
力
を
得
て
調
査
・
検
討
し
た
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
充
分
に
行
き
届
い
て

い
な
い
面
が
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
補
訂
を
期
し
た
い
。

付
．
Ａ
『［
社
寺
縁
起
由
来
］』
全
点
写
真

　

例
え
ば
、
絵
を
中
心
と
し
た
一
枚
刷
の
も
の
な
ど
、
記
載
さ
れ
た
文
字
は
全
く
同
一
で
あ
り
な
が
ら
絵
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
、
と
い
う

場
合
が
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
に
は
、
第
二
節
に
掲
げ
た
よ
う
な
目
録
だ
け
で
は
特
定
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
、
Ａ
『［
社
寺
縁

起
由
来
］』
収
載
の
六
十
二
点
す
べ
て
の
写
真
を
掲
載
す
る
。
第
三
節
で
注
目
し
た
朱
筆
の
書
込
を
全
く
持
た
な
い
も
の
を
ま
ず
、
一
頁
に

二
点
ず
つ
掲
げ
た
（
44
頁
～
67
頁
）。
そ
の
あ
と
に
、
何
ら
か
の
朱
筆
の
書
込
を
有
す
る
も
の
を
、
偶
数
頁
に
二
点
ず
つ
掲
げ
た
。
奇
数
頁

に
は
、
偶
数
頁
に
掲
げ
た
二
点
に
見
ら
れ
る
朱
筆
書
込
箇
所
の
拡
大
カ
ラ
ー
写
真
を
載
せ
た
。
そ
れ
ら
（
68
頁
～
81
頁
）
の
あ
と
に
は
、
第

三
節
に
取
り
上
げ
た
9
と
40
の
貼
り
接
ぎ
箇
所
を
拡
大
し
て
掲
載
し
た
（
82
頁
）。
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5　牛石池之図

2　［明王山宝仙寺略縁起］



45 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

7　祖師聖人御旧跡三度栗略絵図

10　［紀伊国日高郡天音山道成寺縁起］
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12　摂州布引山瀧勝寺畧縁起

14　石山寺由来畧縁起



47 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

16　［日蓮宗妙法寺加藤清正手植之松図］

18　［三井寺弁慶汁鍋図］
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20　［臥龍松図］

21　［播磨明石柿本人丸神社境内盲杖桜図］



49 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

22　［親鸞聖人御旧跡数珠掛桜図］

23　［月輪寺時雨桜の図］



50

24　人丸山船形之梅の記

25　日吉神社摂社唐崎社霊松略縁起



51 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

26　唐崎大明神一ツ松之図

27　江州唐崎一ツ松之図
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28　住吉名所之笠松

29　［住吉名所之笠松図］



53 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

30　［住吉名所之笠松図］

31　［住吉名所之笠松図］



54

32　高砂社相生松畧記

33　播州高砂尾上相生古松之由来



55 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

34　高砂尾上社都恋しき片枝松之真図

35　高砂社相生霊松之図
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36　高砂社相生霊松之図

37　謡曲名所高砂神社相生霊松之図



57 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

38　高砂尾上神社相生霊松真図

39　高砂尾上相生古松之由来
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41　高砂尾上霊鐘之由来

42　播磨国曽禰霊松の由来



59 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

43　播磨国曽禰霊松後継之図

44　曽禰古霊松の図
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45　［播磨国曽禰菅公手植古霊松図］

46　播磨国曽禰後継霊松真図



61 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

47　播州別府手枕霊松真図

48　播磨国石宝殿畧記
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50　臥龍松之図

51　近江国滋賀郡唐崎社霊松図



63 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

52　［神照寺普門院旧跡天神之松図］

53　［高野山両部曼荼羅由来］
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54　［源長寺由来］

55　［親鸞聖人植髪尊像略縁起］



65 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

56　［泉州堺広普山妙国寺蘇鉄図］

58　［摂泉堺広普山妙国寺蘇鉄図］



66

59　天神縁起〈表紙〉

60　明石名勝畧記〈表紙〉



67 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

61　［高野の仇討略図］〈表紙〉

62　安楽寺安置天満宮御自作御神像并霊宝略御伝記〈表紙〉
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1　小石川白山境内旗桜之由来

3　奥州金華山畧縁起



69 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

1 の左上角部 3の右上角部

3の左端下部（書込ｙ） 3の右端下部（書込ｘ）
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4　牛石池之図

6　観谷山聖輪寺観音略縁起



71 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

6 の左端中央部（書込ｙ）

6の左端部（書込ｙ） 4の左端上部
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8　天拝一光三尊如来縁起

9　紀州日高郡道成寺御建立畧縁起



73 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

8 の下端左部

9の左端上部（書込ｙ） 9の右端上部（書込ｘｚ）
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11　［志州堅神観音寺波切松図］

13　石山寺源氏間紫式部影讃



75 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

13 の右上角付近

11 の左端上部 13 の右端下部
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15　摂州有馬湯本温泉寺薬師如来畧縁起

17　［三井寺霊鐘之図］



77 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

17 の上端部

15 の左端下部（書込ｙ） 15 の右端上部（書込ｘ）



78

19　三井寺鐘由来

40　尾上のかね由来



79 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

40 の中央部（書込ｚ） 19 の左端部

40 の上端中央部（書込ｙ） 40 の右端中央部
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49　［臥龍松図］

57　［摂泉堺広普山妙国寺蘇鉄図］



81 京都女子大学図書館所蔵『［社寺縁起由来］』目録稿

57 の右端上部

49 の左端（書込ｚ） 49 の右端上部（書込ｘｙ）



82
　
　
（
左
端
上
部
）

9　

紀
州
日
高
郡
道
成
寺
御
建
立
畧
縁
起

40　

尾
上
の
か
ね
由
来

　
　
（
右
端
上
部
）

（
本
学
教
授
）

（
本
学
大
学
院
修
士
課
程
一
回
生
）




